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憲
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四　

二
〇
〇
四
年
環
境
憲
章

　

第
三
節　

現
行
制
度
下
で
の
一
定
の
要
件
に
基
づ
く
審
署
後
の
法
律
の
「
事
後
審
査
」

　
　
　
　
　

―
一
九
八
五
年
判
決
と
そ
の
後
の
判
決

第
二
章　

人
権
保
障
機
関
へ
の
機
能
変
化
に
よ
る
憲
法
院
の
問
題
点

　

第
一
節　

憲
法
院
の
性
格

　
　

一　

政
治
的
機
関
説

　
　

二　

裁
判
機
関
説

　

第
二
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憲
法
裁
判
官
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性

　
　

一　

ト
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ペ
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解
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憲
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案

　

第
一
節　

一
九
八
九
年
当
時
の
大
統
領
と
憲
法
院
長
の
見
解

　
　

一　

ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
の
見
解

　
　

二　

バ
ダ
ン
テ
ー
ル
憲
法
院
長
の
見
解

　

第
二
節　

一
九
九
〇
年
憲
法
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正
案

　
　

一　
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提
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憲
法
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律
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二　

憲
法
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法
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案
に
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続
を
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る
組
織
法
律
案

　

第
三
節　
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に
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け
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審
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緯

　
　

一　
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第
一
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会
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社
法
学　

六
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号

　
　

三　

国
民
議
会
第
二
読
会

　
　

四　

元
老
院
第
二
読
会

第
四
章　

一
九
九
〇
年
以
後
の
市
民
へ
の
提
訴
権
拡
大
に
関
す
る
動
向

　

第
一
節　

元
憲
法
院
裁
判
官
の
見
解

　
　

一　

ヴ
デ
ル
の
見
解

　
　

二　

バ
ダ
ン
テ
ー
ル
の
見
解

　
　

三　

ロ
ベ
ー
ル
の
見
解

　
　

四　

ル
ノ
ワ
ー
ル
の
見
解

　

第
二
節　

政
府
お
よ
び
議
会
の
動
向

　
　

一　

一
九
九
三
年
の
動
向

　
　

二　

二
〇
〇
一
年
の
動
向

　
　

三　

二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
の
動
向

む
す
び
（
以
上
本
号
）

第
三
章　

市
民
へ
の
提
訴
権
拡
大
を
中
心
と
し
た
一
九
九
〇
年
憲
法
院
改
革
案

　

一
九
五
八
年
の
創
設
当
初
に
は
、憲
法
院
は
「
憲
法
の
守
護
者
で
あ
る
よ
り
も
執
行
府
の
手
先（

1
）」

で
あ
る
と
言
わ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
憲
法
院
が
次
第
に
違
憲
審
査
機
能
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
り
、
役
割
を
強
め
て
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
本
稿
第
一
章
お
よ
び
第
二
章

で
検
討
し
て
き
た
。
し
か
し
、
提
訴
権
者
が
政
治
機
関
に
限
定
さ
れ
て
い
る
以
上
、
依
然
と
し
て
そ
の
機
能
が
人
権
保
障
の
観
点
か
ら
見
る

と
不
十
分
で
あ
る
こ
と
も
述
べ
て
き
た
。

　
（
一
八
五
一
）
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社
法
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六
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巻
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そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
迎
え
た
一
九
八
九
年
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
一
七
八
九
年
革
命
お
よ
び
人
権
宣
言
か
ら
二
〇
〇
年
を
記
念
し
、
式
典

な
ど
華
や
か
に
催
さ
れ
た
。
様
々
な
記
念
行
事
が
執
り
行
わ
れ
る
最
中
の
同
年
七
月
、ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
に
よ
る
テ
レ
ビ
対
談
が
行
わ
れ
、

そ
の
中
で
憲
法
院
へ
の
提
訴
権
を
市
民
へ
拡
大
す
る
考
え
が
表
明
さ
れ
た（

2
）。

そ
こ
で
述
べ
ら
れ
た
憲
法
院
改
革
の
考
え
が
反
映
さ
れ
、
一
九

九
〇
年
に
憲
法
院
に
関
す
る
憲
法
改
正
案
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た（

3
）。

　

こ
の
改
正
案
は
後
述
の
通
り
、
国
民
議
会
で
は
可
決
さ
れ
た
が
、
元
老
院
で
は
別
の
修
正
案
が
可
決
さ
れ
て
、
両
院
で
改
正
案
が
一
致
し

な
か
っ
た
た
め
、
結
果
的
に
は
本
改
正
案
は
廃
案
と
な
り
、
憲
法
院
改
革
は
中
断
さ
れ
た
。
し
か
し
、
事
前
審
査
機
能
に
限
定
し
て
い
た
憲

法
院
が
新
た
に
事
後
審
査
機
能
を
持
つ
と
い
う
こ
の
改
革
が
提
案
さ
れ
た
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
違
憲
審
査
制
の
歴
史
上
、
ま
た
、
憲
法
院

の
人
権
保
障
機
能
拡
大
の
観
点
か
ら
も
、
注
目
に
値
す
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
一
九
九
〇
年
憲
法
改
正
案
に
つ
い
て
、
当
時
の
見
解
か

ら
提
出
さ
れ
た
法
律
案
、
そ
し
て
議
会
で
の
議
論
と
順
を
追
い
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
こ
の
時
期
、
憲
法
院
の
機
能
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て

い
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

第
一
節　

一
九
八
九
年
当
時
の
大
統
領
と
憲
法
院
長
の
見
解

一　

ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
の
見
解

　

一
九
八
九
年
七
月
一
四
日
の
テ
レ
ビ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
は
壮
大
な
憲
法
院
改
革
構
想
を
語
っ
た
。
そ
の
衝

撃
は
、
翌
日
の
ル
・
モ
ン
ド
紙
に
、「
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
の
憲
法
改
革
案
―
法
律
の
前
の
市
民
の
権
利（

4
）」、「

ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
、
憲

法
院
へ
の
提
訴
拡
大
を
望
む（

5
）」

と
題
し
て
大
き
く
報
じ
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
対
談
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

6
）。

一
七
八
九
年
人
お
よ
び
市
民
の
権
利
宣
言
を
修
正
し
よ
う
と
は

し
な
い
が
、
私
は
次
の
憲
法
改
正
の
考
え
を
支
持
す
る
。
そ
れ
は
、
基
本
的
諸
権
利
が
守
ら
れ
て
い
な
い
と
市
民
個
人
が
判
断
す
る
場
合
に
、

　
（
一
八
五
二
）
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社
法
学　

六
〇
巻
五
号

全
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
憲
法
院
へ
提
訴
す
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
既
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
が
批
准
さ
れ
、

そ
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
へ
の
個
人
の
提
訴
権
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
市
民
へ
の
提
訴
権
拡

大
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　

そ
の
こ
と
か
ら
、「
自
由
、
平
等
、
憲
法
上
定
め
ら
れ
て
い
る
大
原
則
の
中
に
入
っ
て
い
る
基
本
的
諸
権
利
は
無
視
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
侵
害
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？
」
と
述
べ
、「
私
自
身
が
裁
判
を
要
求
す
る
！
」
と
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
強
調
す
る（

7
）。

　

ま
た
、
事
後
審
査
制
を
採
用
し
た
際
に
は
、
憲
法
院
と
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
お
よ
び
破
毀
院
と
の
関
係
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

言
い
、
手
続
の
面
に
関
し
て
も
発
言
し
て
い
る（

8
）。

　

こ
の
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
憲
法
院
改
革
構
想
の
背
景
に
は
、
一
九
七
二
年
発
表
の
「
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
お
よ
び
社
会
党
の
共
同
政
府
綱
領

（P
rogram

m
e com

m
un de gouvernem

ent du P
arti com

m
uniste français et du P

arti socialiste

）」
が
あ
る
。
そ
の
綱
領
の
中
に

は
、
憲
法
を
保
障
す
る
機
関
と
し
て
「
最
高
裁
判
所
（C

our suprêm
e

）」
の
項
目
が
既
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た（

9
）。

こ
の
箇
所
で
は
、
最
高
裁

判
所
は
、
提
訴
者
が
人
権
宣
言
七
条
な
い
し
一
一
条
お
よ
び
憲
法
前
文
に
保
障
さ
れ
て
い
る
自
由
に
反
す
る
と
し
て
主
張
す
る
違
憲
の
抗
弁

に
つ
い
て
全
て
の
司
法
裁
判
所
お
よ
び
全
て
の
行
政
裁
判
所
か
ら
の
申
立
て
を
受
理
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
た（

10
）。

　

こ
こ
で
、
憲
法
院
が
受
理
す
る
申
立
て
に
、「
違
憲
の
抗
弁
」
と
い
う
文
言
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
先
述
の
通
り
、

フ
ラ
ン
ス
の
憲
法
院
へ
の
提
訴
は
、
市
民
で
は
な
く
政
治
機
関
の
み
が
行
う
事
前
審
査
制
で
あ
る
が
、
そ
の
制
度
に
事
後
審
査
制
を
導
入
し
、

市
民
が
一
定
の
抗
弁
方
法
に
よ
っ
て
違
憲
を
主
張
で
き
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
た（

11
）。

そ
れ
を
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
「
違
憲
の
抗
弁
（exception 

d ’inconstitutionnalité

）」
と
呼
ぶ
。
こ
の
考
え
が
、
既
に
一
九
七
二
年
の
こ
の
政
府
綱
領
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
（
一
八
五
三
）
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一
一
〇

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

二　

バ
ダ
ン
テ
ー
ル
憲
法
院
長
の
見
解

　

弁
護
士
出
身
で
司
法
大
臣
を
務
め
て
い
た
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
（R

. B
adinter

）
は
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
に
よ
っ
て
、
第
五
代
憲
法
院
長

に
任
命
さ
れ
た
（
一
九
八
六
年
三
月
〜
一
九
九
五
年
三
月
）。
在
任
中
、
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
は
、
人
権
を
よ
り
い
っ
そ
う
擁
護
し
、
憲
法
院
の

存
在
価
値
を
高
め
た（

12
）。そ

の
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
に
影
響
を
与
え
た
の
は
、公
法
学
者
で
既
に
憲
法
院
裁
判
官
と
し
て
在
籍
し
て
い
た
ヴ
デ
ル
（G

. 

V
edel

）
で
あ
り
、
そ
の
存
在
を
逸
す
る
こ
と
は
で
き
な
い（

13
）。

　

ヴ
デ
ル
は
、
一
九
八
〇
年
に
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
大
統
領
に
よ
っ
て
憲
法
院
裁
判
官
に
任
命
さ
れ
、
政
権
が
複
雑
に
交
代
す
る
中
で
、

付
託
さ
れ
る
様
々
な
法
律
に
つ
い
て
判
断
し
て
き
た（

14
）。

中
で
も
、
ヴ
デ
ル
が
報
告
者
（rapporteur

）
と
し
て
担
当
し
た
一
九
八
二
年
の
国

有
化
法
判
決（

15
）と

一
九
八
六
年
の
民
営
化
法
判
決（

16
）は

憲
法
院
に
と
っ
て
重
大
で
あ
っ
た
と
、
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
は
回
想
し
て
い
る（

17
）。

そ
し
て
、
民

営
化
法
判
決
で
は
、
国
有
化
法
判
決
の
際
と
同
様
に
人
権
宣
言
一
七
条
を
判
断
根
拠
に
し
て
解
釈
適
用
し
た
点
で
、
ヴ
デ
ル
の
報
告
者
と
し

て
の
力
量
が
高
く
評
価
さ
れ
た
と
言
う（

18
）。

こ
の
こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
で
マ
ー
シ
ャ
ル
・
コ
ー
ト
ま
た
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ
ー
・
コ
ー
ト

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
ヴ
デ
ル
の
在
任
期
間
は
ヴ
デ
ル
・
コ
ー
ト
と
名
づ
け
ら
れ
な
け
ら
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
、
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
は
ヴ
デ

ル
の
憲
法
院
に
対
す
る
貢
献
を
強
調
す
る（

19
）。

　

ヴ
デ
ル
は
、
憲
法
裁
判
官
は
そ
の
役
割
と
し
て
検
閲
官
（censeur

）
で
は
な
く
、
憲
法
と
い
う
列
車
が
よ
り
よ
い
方
向
に
進
行
す
る
よ

う
に
進
路
を
誘
導
す
る
「
転
轍
手
（aiguilleur

）」
で
あ
る
と
捉
え
る（

20
）。

ま
た
、
現
行
の
憲
法
院
制
度
に
つ
い
て
は
、
合
憲
性
審
査
の
提
訴

権
者
に
関
し
て
今
の
ま
ま
で
は
不
十
分
と
考
え
、
十
分
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
制
度
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
賛
意
を
示
す（

21
）。

こ
の
点
で
、

合
憲
性
審
査
や
憲
法
院
の
役
割
に
関
し
て
ヴ
デ
ル
の
見
解
に
近
い
と
、
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
は
述
べ
る（

22
）。

　

一
九
八
九
年
三
月
の
憲
法
院
創
設
三
〇
周
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
ル
・
モ
ン
ド
紙
の
対
談
の
中
で
も
、
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
は
、
憲
法
院
の

機
能
に
つ
い
て
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
（
一
八
五
四
）



フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
の
人
権
保
障
機
能
の
再
検
討
（
下
）

 

一
一
一

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

　

憲
法
院
の
機
能
は
設
立
当
初
と
違
い
、「
憲
法
院
は
、
政
府
多
数
派
と
議
会
少
数
派
に
お
け
る
憲
法
秩
序
の
紛
争
を
審
判
し
、
正
真
正
銘
、

憲
法
裁
判
所
の
役
割
を
演
じ
て
い
る（

23
）。」

従
来
、
フ
ラ
ン
ス
の
伝
統
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
憲
法
裁
判
所
の
役
割
を
、
憲
法
院
が

担
う
よ
う
に
な
っ
た
そ
の
成
功
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
法
治
国
家
に
お
い
て
は
合
憲
性
審
査
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
議
会
多
数
派
に
よ
る

憲
法
尊
重
の
た
め
の
番
人
と
し
て
独
立
し
た
機
関
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る（

24
）。

加
え
て
、
第
二
次
大
戦
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
主
制
の

下
で
違
憲
審
査
機
能
を
備
え
た
憲
法
裁
判
所
お
よ
び
憲
法
院
の
よ
う
な
存
在
が
要
請
さ
れ
た
こ
と
も
そ
の
理
由
で
あ
る（

25
）。

　

こ
の
よ
う
に
憲
法
院
の
違
憲
審
査
機
能
の
必
要
性
を
理
由
付
け
、
憲
法
院
は
市
民
の
基
本
的
自
由
お
よ
び
権
利
の
擁
護
者
と
し
て
の
役
割

を
持
つ
と
、
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
は
考
え
る（

26
）。

　

ま
た
、
市
民
へ
の
提
訴
権
拡
大
お
よ
び
事
後
審
査
制
に
関
し
て
、
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

27
）。

現
行
制
度
下
で
は
、

憲
法
院
に
付
託
さ
れ
な
か
っ
た
法
律
は
も
は
や
違
憲
を
理
由
と
し
て
攻
撃
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
諸
法
律
の
成
立
に
参
与
し
た
全
て
の
機
関

は
、
適
用
の
際
に
違
憲
が
明
ら
か
に
な
る
規
定
が
存
在
す
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。
違
憲
の
法
文
は
改
め
て
干
渉
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の

で
、
長
い
間
そ
の
違
憲
の
法
文
の
適
用
を
、
我
々
は
受
け
入
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
の
現
状
は
、
法
治
国
家
と
し
て

は
極
め
て
好
ま
し
く
な
い
。
従
っ
て
、
合
憲
性
審
査
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
現
行
制
度
は
改
革
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
現
行
制
度
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
は
市
民
へ
の
提
訴
権
拡
大
の
必
要
性
を
強
調
す
る
。

第
二
節　

一
九
九
〇
年
憲
法
改
正
案

　

市
民
の
憲
法
院
へ
の
提
訴
権
を
可
能
に
す
る
憲
法
改
正
案
は
、
一
九
九
〇
年
に
初
め
て
議
会
に
提
案
さ
れ
た
。
そ
の
改
革
を
実
現
す
る
た

め
に
、
政
府
に
よ
り
憲
法
的
法
律
案
（projet de loi constitutionnelle

）
と
組
織
法
律
案（

28
）（projet de loi organique

）
が
提
出
さ
れ
た
。

以
下
で
は
、
ま
ず
、
上
記
の
目
的
に
よ
り
憲
法
を
改
正
す
る
憲
法
的
法
律
案
と
、
改
正
さ
れ
た
当
該
憲
法
条
文
を
補
完
す
る
た
め
の
組
織
法

　
（
一
八
五
五
）



フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
の
人
権
保
障
機
能
の
再
検
討
（
下
）

 

一
一
二

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

律
案
を
、
提
案
理
由
と
共
に
概
観
し
、
次
に
、
当
該
法
律
案
に
つ
い
て
議
会
で
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
た
の
か
を
検
討
す
る
。

一　

市
民
へ
の
提
訴
権
拡
大
等
を
認
め
る
憲
法
的
法
律
案

（
一
）
憲
法
第
六
一
条
、
第
六
二
条
お
よ
び
第
六
三
条
の
改
正
を
定
め
、
抗
弁
方
法
に
よ
る
法
律
の
合
憲
性
審
査
を
設
け
る
憲
法
的
法
律
の

政
府
提
出
案
（P

rojet de loi constitutionnelle portant révision des articles 61, 62 et 63 de la C
onstitution et instituant un 

contrôle de constitutionnalité des lois par voie d ’exception

）

　
「
第
一
条　

憲
法
第
六
一
条
に
、
次
の
項
が
追
加
さ
れ
る
。

　
『
憲
法
に
よ
り
全
て
の
人
民
に
認
め
ら
れ
た
基
本
的
諸
権
利
の
侵
害
を
導
く
法
律
の
規
定
は
、
訴
訟
係
属
中
で
あ
れ
ば
、
抗
弁
方
法
に
よ

っ
て
憲
法
院
に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。』

　

第
二
条　

憲
法
第
六
二
条
二
項
は
以
下
の
規
定
に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
る
。

　
『
第
六
一
条
一
項
ま
た
は
二
項
に
基
づ
い
て
違
憲
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
た
規
定
は
、
審
署
さ
れ
る
こ
と
も
施
行
さ
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

　

第
六
一
条
五
項
に
基
づ
い
て
違
憲
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
た
規
定
は
、
失
効
し
、
破
毀
院
を
含
め
て
係
属
中
の
訴
訟
手
続
に
も
は
や
適
用
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。』

　

第
三
条　

憲
法
第
六
三
条
に
、
次
の
項
が
追
加
さ
れ
る
。

　
『
こ
の
組
織
法
律
は
、
同
様
に
、
第
六
一
条
五
項
お
よ
び
第
六
二
項
二
項
の
適
用
方
法
、
特
に
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
、
破
毀
院
、
ま
た
は
、

そ
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
そ
の
他
全
て
の
裁
判
機
関
の
移
送
に
基
づ
い
て
憲
法
院
に
付
託
さ
れ
る
場
合
の
要
件
を
定
め
る（

29
）。』」

（
二
）
提
案
理
由

　

本
法
律
案
は
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
目
的
で
提
案
さ
れ
た（

30
）。

　
（
一
八
五
六
）



フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
の
人
権
保
障
機
能
の
再
検
討
（
下
）

 

一
一
三

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

「
法
治
国
家
な
く
し
て
人
民
の
自
由
お
よ
び
国
民
主
権
は
な
い
。
こ
れ
は
、
国
民
議
会
に
組
織
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
民
の
代
表
者
が
、
一
七

八
九
年
八
月
二
六
日
に
、『
人
お
よ
び
市
民
の
権
利
宣
言
』
の
中
で
厳
粛
に
宣
言
し
た
重
要
な
意
思
表
明
で
あ
る
。
そ
の
目
的
の
一
つ
は
、『
市

民
の
要
求
が
、
こ
れ
以
後
、
簡
潔
で
争
い
の
余
地
の
な
い
諸
原
理
に
基
づ
き
、
常
に
憲
法
の
維
持
と
す
べ
て
の
人
民
の
幸
福
へ
向
か
う
』
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。」

　
「
権
利
お
よ
び
自
由
の
保
護
に
関
す
る
我
々
の
法
制
度
は
、
さ
ら
に
個
人
の
利
益
の
た
め
に
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
行
の
法
律
の

合
憲
性
審
査
を
補
完
す
る
目
的
の
た
め
に
提
案
さ
れ
て
い
る
。」

　
「
法
律
が
審
署
さ
れ
る
と
、そ
の
合
憲
性
は
も
は
や
憲
法
院
に
お
い
て
争
う
こ
と
が
で
き
ず
、ま
た
、行
政
裁
判
所
お
よ
び
司
法
裁
判
所
は
、

抗
弁
方
法
に
よ
り
こ
の
よ
う
な
審
査
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
憲
法
院
に
よ
り
審
査
さ
れ
な
か
っ
た
法
律
の
全
て
の
規
定

は
、
た
と
え
憲
法
適
合
性
に
疑
い
が
認
め
ら
れ
て
も
、
全
て
の
者
に
適
用
さ
れ
る
。」

　
「
こ
の
欠
陥
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
も
は
や
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。」

　
「
今
後
、
全
て
の
訴
訟
当
事
者
が
自
ら
の
基
本
的
諸
権
利
の
法
的
保
護
に
つ
い
て
直
接
関
わ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
一
九
八
九

年
七
月
一
四
日
お
よ
び
八
月
二
六
日
の
二
度
に
わ
た
り
共
和
国
大
統
領
の
表
明
し
た
意
図
に
従
い
、
公
の
自
由
の
行
使
の
た
め
に
全
て
の
人

民
に
与
え
ら
れ
た
基
本
的
諸
権
利
お
よ
び
そ
の
保
障
に
関
し
て
、
抗
弁
方
法
に
よ
る
法
律
の
合
憲
性
審
査
を
設
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
が
憲
法
的
法
律
に
関
す
る
政
府
提
出
法
律
案
の
目
的
で
あ
る
。」

二　

憲
法
的
法
律
案
に
基
づ
く
新
た
な
手
続
を
定
め
る
組
織
法
律
案

（
一
）
憲
法
院
に
関
す
る
組
織
法
律
を
定
め
る
一
九
五
八
年
一
一
月
七
日
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
五
八
―
一
〇
六
七
号
を
改
正
す
る
組
織
法
律
の

政
府
提
出
案
（P

rojet de loi organique m
odifiant l ’ordonnance N

º 58-1067 du 7 novem
bre 1958 portant loi organique sur 

　
（
一
八
五
七
）



フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
の
人
権
保
障
機
能
の
再
検
討
（
下
）

 

一
一
四

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

le C
onseil constitutionnel

）

　
「
第
一
条　

憲
法
院
に
関
す
る
組
織
法
律
を
内
容
と
す
る
一
九
五
八
年
一
一
月
七
日
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
五
八
―
一
〇
六
七
号
の
第
二
編
に
、

以
下
の
ご
と
く
第
二
章
の
二
を
追
加
す
る
。

　
『
第
二
章
の
二　

抗
弁
方
法
に
よ
る
法
律
の
合
憲
性
審
査

　

第
二
三
条
の
一　

違
憲
の
抗
弁
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
系
統
に
属
す
る
全
て
の
裁
判
所
も
し
く
は
破
毀
院
系
統
に
属
す
る
全
て
の
裁
判

所
に
お
い
て
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
異
議
を
唱
え
ら
れ
た
規
定
が
争
訟
の
結
論
ま
た
は
手
続
の
効
力
を
左
右
し
、
も
し
く
は
起
訴
理
由

を
構
成
す
る
場
合
、
憲
法
院
に
よ
り
判
決
の
理
由
お
よ
び
主
文
の
中
で
当
該
規
定
の
憲
法
適
合
性
が
ま
だ
宣
言
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
お
よ

び
問
題
が
明
ら
か
に
理
由
を
欠
く
場
合
に
は
、
各
裁
判
所
は
、
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
決
定
に
よ
り
、
直
ち
に
問
題
を
コ
ン

セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
に
移
送
す
る
。（
以
下
省
略
）

　

第
二
三
条
の
二　

違
憲
の
抗
弁
は
、
手
続
の
い
つ
の
時
点
で
も
、
破
毀
院
系
統
に
属
す
る
全
て
の
予
審
裁
判
所
に
提
起
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
異
議
を
唱
え
ら
れ
た
規
定
が
争
訟
の
結
論
ま
た
は
手
続
の
効
力
を
左
右
し
、
も
し
く
は
起
訴
理
由
を
構
成
す
る
場
合
、
憲
法
院
に
よ
り

判
決
の
理
由
お
よ
び
主
文
の
中
で
当
該
規
定
の
憲
法
適
合
性
が
ま
だ
宣
言
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
お
よ
び
問
題
が
明
ら
か
に
理
由
を
欠
く
も

の
で
な
い
場
合
に
は
、
各
裁
判
所
は
、
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
決
定
に
よ
り
、
直
ち
に
問
題
を
破
毀
院
に
移
送
す
る
。（
以

下
省
略
）

　

第
二
三
条
の
三　

第
二
三
条
の
一
に
基
づ
い
て
付
託
さ
れ
た
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
、
も
し
く
は
第
二
三
条
の
一
ま
た
は
第
二
三
条
の
二
に

基
づ
い
て
付
託
さ
れ
た
破
毀
院
は
、
憲
法
院
へ
付
託
す
る
三
ヶ
月
の
期
間
内
に
、
そ
の
問
題
が
憂
慮
す
べ
き
性
質
を
有
す
る
か
否
か
を
決
定

す
る
。

　

第
二
三
条
の
四　

違
憲
の
抗
弁
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
争
訟
部
、
破
毀
院
ま
た
は
両
者
の
い
ず
れ
の
系
統
に
も
属
さ
な
い
裁
判
所
に
お

　
（
一
八
五
八
）



フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
の
人
権
保
障
機
能
の
再
検
討
（
下
）

 

一
一
五

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

い
て
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

当
該
裁
判
所
は
、
そ
の
問
題
が
重
大
な
性
質
を
有
す
る
場
合
に
は
、
憲
法
院
に
付
託
す
る
。

　

第
二
三
条
の
五
か
ら
第
二
三
条
の
八　
（
省
略
）

第
二
条　
（
省
略
）

第
三
条

　

Ⅰ　

憲
法
院
に
関
す
る
組
織
法
律
を
内
容
と
す
る
一
九
五
八
年
一
一
月
七
日
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
五
八
―
一
〇
六
七
号
の
第
二
編
に
、
次
の

一
五
条
の
一
を
追
加
す
る
。

『
第
一
五
条
の
一　

毎
年
一
〇
月
前
半
に
、
憲
法
院
は
、
裁
判
所
の
長
の
承
認
を
得
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
調
査
官
、
破
毀
院
調
査
裁
判
官
、

お
よ
び
会
計
検
査
院
調
査
官
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
た
一
五
名
の
補
佐
報
告
官
の
名
簿
を
作
成
す
る
。
補
佐
報
告
官
は
議
決
権
を
持
た
な
い
。』

　

Ⅱ　
（
省
略
）

第
四
条　
（
省
略（

31
））」

（
二
）
提
案
理
由

　

本
法
律
案
は
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
目
的
で
提
案
さ
れ
た（

32
）。

　
「
憲
法
六
一
条
、
六
二
条
お
よ
び
六
三
条
の
改
正
を
内
容
と
し
、
抗
弁
方
法
に
よ
る
法
律
の
合
憲
性
審
査
の
制
度
を
設
け
る
憲
法
的
法
律

は
、
こ
の
新
し
い
手
続
の
適
用
方
法
を
定
め
る
こ
と
を
組
織
法
律
に
委
ね
た
。
そ
れ
が
憲
法
院
に
関
す
る
組
織
法
律
を
内
容
と
す
る
一
九
五

八
年
一
一
月
七
日
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
五
八
―
一
〇
六
七
号
の
補
完
を
目
的
と
す
る
本
組
織
法
律
案
の
目
的
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
オ
ル
ド
ナ

ン
ス
に
は
、
以
下
の
条
件
を
明
確
に
す
る
規
定
が
挿
入
さ
れ
る
。」

　
「
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
以
外
の
裁
判
所
に
お
け
る
違
憲
の
抗
弁
（
二
三
条
の
一
お
よ
び
二
三
条
の
二
）」
の
規
定
に
関
す
る

　
（
一
八
五
九
）
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理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
極
め
て
広
範
囲
な
適
用
領
域
を
目
的
と
し
た
「
抗
弁
は
、
判
決
裁
判
所
の
み
な
ら
ず
（
二
三
条
の
一
）
予
審

裁
判
所
に
お
い
て
も
（
二
三
条
の
二
）
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
規
定
に
つ
い
て
、「
抗
弁
方
法
に
よ
る
法
律
の
合
憲
性
審
査
の
導

入
は
基
本
的
諸
権
利
の
法
的
保
護
の
強
化
を
主
な
目
的
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
措
置
は
大
変
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。」

　

ま
た
、「
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
に
お
け
る
違
憲
の
抗
弁
（
二
三
条
の
三
な
い
し
二
三
条
の
五
）」
の
規
定
に
関
す
る
理
由
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
下
級
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
違
憲
の
抗
弁
に
関
す
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
の
フ
ィ
ル
タ
ー
作
用
（
二

三
条
の
三
）」
に
つ
い
て
、「
違
憲
の
抗
弁
が
提
出
さ
れ
る
判
決
裁
判
所
ま
た
は
予
審
裁
判
所
に
よ
り
、
憲
法
院
へ
の
直
接
の
付
託
を
規
定
す

る
こ
と
は
、
望
ま
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
こ
れ
ら
の
裁
判
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
フ
ィ
ル
タ
ー
作
用
は
、
明
ら
か
に
理
由
の
な
い
問

題
を
却
下
す
る
以
外
の
こ
と
は
で
き
な
い
。」
さ
ら
に
、「
憲
法
院
へ
の
付
託
に
関
す
る
判
例
の
一
貫
性
、
お
よ
び
、
法
規
の
合
憲
性
が
重
大

な
問
題
と
す
る
理
由
が
な
い
場
合
に
全
て
憲
法
院
が
判
断
す
る
こ
と
を
避
け
る
配
慮
に
よ
り
、
合
憲
性
の
問
題
に
対
す
る
第
二
の
フ
ィ
ル
タ

ー
作
用
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
ま
た
は
破
毀
院
に
直
接
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。」

　

さ
ら
に
、「
憲
法
院
に
よ
る
合
憲
性
の
問
題
の
審
査
（
二
三
条
の
六
な
い
し
二
三
条
の
八
お
よ
び
一
五
条
の
一
）」
の
規
定
に
関
す
る
理
由

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
対
審
と
い
う
新
し
い
訴
訟
形
態
を
と
る
た
め
に
、
例
え
ば
、「
憲
法
院
の
補
佐
報
告
官
を
一
〇
名
か
ら
一
五
名
に

す
る
」
と
い
う
規
定
を
設
け
て
い
る
。

第
三
節　

議
会
に
お
け
る
審
議
の
経
緯

　

前
記
の
二
法
律
案
は
、
一
九
九
〇
年
三
月
三
〇
日
に
ロ
カ
ー
ル
（M

. R
ocard

）
政
府
に
よ
っ
て
国
民
議
会
に
提
出
さ
れ
た（

33
）。

そ
の
後
、

こ
れ
ら
の
法
律
案
は
次
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
る（

34
）。

　

同
年
四
月
一
九
日
、
サ
パ
ン
（M

. Sapin

）
を
委
員
長
と
す
る
、
国
民
議
会
の
法
律
諮
問
委
員
会
（
以
下
、「
国
民
議
会
法
律
委
員
会
」

　
（
一
八
六
〇
）
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と
す
る
）
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
政
府
提
出
法
律
案
に
関
す
る
報
告
書
が
公
表
さ
れ
た
。
同
月
二
四
日
お
よ
び
二
五
日
に
国
民
議
会
第
一
読
会

が
開
か
れ
た
。
国
民
議
会
第
一
読
会
で
は
、
憲
法
的
法
律
の
政
府
提
出
法
律
案
は
、
修
正
後
可
決
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
国
民
議
会
第
一
読
会

の
修
正
案
は
、
元
老
院
第
一
読
会
へ
送
ら
れ
た
。
同
年
六
月
六
日
、
ラ
ル
シ
ェ
（J. L

arché

）
を
委
員
長
と
す
る
、
元
老
院
の
法
律
諮
問

委
員
会
（
以
下
、「
元
老
院
法
律
委
員
会
」
と
す
る
）
に
よ
る
報
告
後
、
同
月
一
二
日
お
よ
び
一
三
日
に
元
老
院
第
一
読
会
が
開
か
れ
た
。

そ
こ
で
は
、
法
律
案
は
大
幅
に
修
正
さ
れ
た
後
、
可
決
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
サ
パ
ン
の
新
た
な
報
告
書
を
基
に
、
同
月
二
一
日
、
国
民
議
会
第
二
読
会
は
、
元
老
院
第
一
読
会
の
修
正
案
に
つ
い
て
審
議
し
、

一
部
修
正
の
後
に
可
決
し
た
。
し
か
し
、
ラ
ル
シ
ェ
の
新
た
な
報
告
後
、
元
老
院
第
二
読
会
は
、
同
月
二
八
日
の
投
票
で
そ
れ
を
維
持
し
た

た
め
に
、
両
院
の
法
律
案
が
一
致
す
る
こ
と
は
な
く（

35
）、

憲
法
改
正
案
の
審
議
は
春
会
期
中
に
停
止
し
た
。
秋
会
期
で
も
、
そ
の
改
正
案
の
審

議
は
議
事
日
程
に
上
が
る
こ
と
は
な
く
、
一
九
九
〇
年
憲
法
改
正
案
は
成
立
す
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
る
こ
と
に
な
っ
た
一
九
九
〇
年
憲
法
改
正
案
は
ど
の
よ
う
に
審
議
さ
れ
た
の
か
、
本
節
で
は
中
で
も
、
憲
法
六

一
条
に
お
け
る
市
民
へ
の
提
訴
権
拡
大
を
取
り
上
げ
た
第
一
条
に
つ
い
て
、
詳
し
く
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一　

国
民
議
会
第
一
読
会

　

国
民
議
会
第
一
読
会
修
正
案
第
一
条

　
　

憲
法
第
六
一
条
に
、
次
の
一
項
を
追
加
す
る
。

「
裁
判
所
に
係
属
中
の
訴
訟
に
お
い
て
、
基
本
的
諸
権
利
に
関
す
る
法
律
の
規
定
は
、
そ
の
憲
法
適
合
性
を
判
断
す
る
憲
法
院
に
付
託

す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

　
（
一
八
六
一
）
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国
民
議
会
第
一
読
会
で
は
、
憲
法
第
六
一
条
の
改
正
案
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
審
議
さ
れ
、
右
の
成
案
が
可
決
さ
れ
た
。

　

ス
テ
ィ
ル
ボ
ワ
（M

.-F. Stirbois

）
議
員
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
政
府
提
出
法
律
案
に
反
対
す
る（

36
）。

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
生
じ
る
い

か
な
る
現
実
問
題
も
実
際
に
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
憲
法
三
条
一
項
で
「
国
の
主
権
は
人
民
に
属
し
、
そ
の

代
表
者
に
よ
り
、
ま
た
国
民
投
票
に
よ
り
こ
れ
を
行
使
す
る
」
と
定
め
ら
れ
、
同
条
二
項
で
「
人
民
の
い
か
な
る
部
分
も
、
い
か
な
る
個
人

も
、
主
権
の
行
使
を
自
己
の
た
め
に
独
占
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
再
確
認
を
求
め
る
。
こ
の
改
正
に
よ
る
憲

法
院
改
革
に
よ
り
、フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
主
権
者
で
あ
る
人
民
に
代
わ
っ
て
憲
法
裁
判
官
が
「
裁
判
官
政
治
」
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

政
治
部
門
に
関
わ
り
な
く
、
憲
法
院
裁
判
官
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
は
な
い（

37
）。

ま
た
、
本
改
正
案
で
は
、
憲
法
院
へ
の
提
訴
に
よ
っ
て
い
か
な

る
外
国
人
も
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
を
止
め
、
フ
ラ
ン
ス
の
法
律
を
再
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
人
権
と
い
う
概
念
を

根
拠
に
、
憲
法
院
が
立
法
権
も
執
行
権
も
支
配
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
今
日
、
フ
ラ
ン
ス
人
民
は
政
治
の
駆
け
引
き
や
政
治
階
級
に
対

し
て
強
い
嫌
悪
感
を
抱
い
て
い
る
。

　

ス
テ
ィ
ル
ボ
ワ
は
市
民
に
提
訴
権
を
与
え
る
こ
と
自
体
を
問
題
視
し
て
い
る
点
で
、
他
の
議
員
の
主
張
と
大
き
く
異
な
る
。

　

ド
ゥ
ラ
ッ
ト
ル
（F. D

elattre

）
議
員
は
、
次
の
よ
う
に
市
民
の
提
訴
権
拡
大
に
理
解
を
示
す（

38
）。

憲
法
院
の
い
く
つ
か
の
判
決
に
よ
っ
て
、

そ
の
問
題
は
か
な
り
早
く
解
決
す
る
だ
ろ
う
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。
誰
で
も
皆
、
訴
訟
手
段
に
よ
っ
て
憲
法
院
へ
提
訴
で
き
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
共
和
国
大
統
領
が
発
言
し
た
こ
と
で
あ
り
、
何
日
か
前
か
ら
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
行
っ
た
全
て
の
公
職
の
発
言
者

が
実
際
に
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
人
の
期
待
を
裏
切
ら
な
い
た
め
に
も
、
訴
訟
手
段
に
よ
る
憲
法
院
へ
の
提
訴

の
現
実
の
可
能
性
を
広
げ
る
私
た
ち
の
修
正
案
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
法
的
に
欠
落
し
た
状
態
の
方
へ
向
か
う
と
い
う
よ

り
む
し
ろ
、（
合
意
性
審
査
に
関
す
る
・
筆
者
注
）
条
文
を
近
代
化
す
る
こ
と
が
こ
の
六
ヶ
月
の
間
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
望
む
。
な
ぜ
な
ら
、

た
と
え
弁
護
士
や
法
学
の
教
授
た
ち
が
法
律
の
作
成
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
実
定
法
の
中
に
も
時
代
遅
れ
で
対
応
で
き
な

　
（
一
八
六
二
）
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い
法
律
が
存
在
す
る
こ
と
を
知
っ
た
上
で
、（
合
憲
と
い
う
・
筆
者
注
）
裁
判
の
結
果
を
待
つ
立
法
者
に
よ
っ
て
期
待
を
裏
切
ら
れ
る
だ
ろ

う
か
ら
だ
。
そ
れ
故
、
既
存
の
規
定
を
か
な
り
早
く
に
検
討
す
る
こ
と
を
望
む
。

　

そ
し
て
、
ド
ゥ
ラ
ッ
ト
ル
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
。

　
「
憲
法
に
よ
っ
て
全
て
の
人
民
に
認
め
ら
れ
た
基
本
的
諸
権
利
に
関
わ
る
法
律
の
規
定
は
、
選
挙
人
名
簿
に
正
式
に
登
録
さ
れ
た
市
民
一

〇
万
人
の
署
名
を
集
め
た
際
に
は
、
訴
訟
に
よ
っ
て
憲
法
院
に
付
託
さ
れ
る（

39
）。」

　

こ
の
修
正
案
に
つ
い
て
は
、ア
ル
パ
イ
ヤ
ン
ジ
ュ
（P. A

rpaillange

）
司
法
大
臣
が
次
の
よ
う
に
反
対
し
て
い
る（

40
）。

こ
の
よ
う
な
制
度
は
、

望
ま
し
く
な
い
。
圧
力
団
体
の
た
め
に
合
憲
性
審
査
の
組
織
的
な
政
治
化
へ
進
む
で
あ
ろ
う
。
政
府
提
出
法
律
案
の
よ
う
に
、
裁
判
上
そ
の

権
利
を
擁
護
す
る
た
め
に
、
追
加
的
な
手
段
を
個
人
に
認
め
る
こ
と
に
関
し
て
は
認
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
ト
ゥ
ボ
ン
（J. Toubon
）
議
員
か
ら
は
「
裁
判
所
に
係
争
中
の
訴
訟
に
お
い
て
、
法
律
の
規
定
は
、
合
憲
性
を
判
断
す
る
憲
法

院
に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
い
う
簡
潔
な
規
定
が
提
案
さ
れ
た（

41
）。

　

ア
ル
パ
イ
ヤ
ン
ジ
ュ
は
、
政
府
提
出
法
律
案
と
根
本
的
な
意
図
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
ト
ゥ
ボ
ン
の
こ
の
修
正
案
を
支
持
し（

42
）、

さ
ら
に
、

基
本
的
諸
権
利
の
観
念
が
憲
法
条
文
の
中
に
表
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
、そ
の
修
正
案
の
「
法
律
の
規
定
」
の
部
分
に
、

「
基
本
的
諸
権
利
に
関
す
る
」
を
挿
入
す
る
こ
と
を
提
案
し
た（

43
）。

　

国
民
議
会
第
一
読
会
で
は
、
憲
法
六
一
条
の
改
正
案
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
様
々
な
角
度
か
ら
審
議
さ
れ
た
結
果
、

冒
頭
の
修
正
案
が
可
決
さ
れ
、
元
老
院
第
一
読
会
へ
送
付
さ
れ
た
。

　
（
一
八
六
三
）
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二　

元
老
院
第
一
読
会

　

元
老
院
第
一
読
会
修
正
案
第
一
条

　
　

憲
法
第
六
一
条
は
、
末
尾
に
、
以
下
の
内
容
を
有
す
る
一
項
を
も
っ
て
補
足
す
る
。

「
裁
判
所
に
係
争
中
の
訴
訟
に
お
い
て
、
一
九
七
四
年
一
一
月
一
日
以
前
に
制
定
さ
れ
、
か
つ
そ
の
日
以
降
に
修
正
さ
れ
な
か
っ
た
法

律
も
し
く
は
法
律
の
性
格
を
有
す
る
法
文
の
規
定
は
、
憲
法
、
も
し
く
は
一
七
八
九
年
人
お
よ
び
市
民
の
権
利
宣
言
に
よ
っ
て
確
認
さ

れ
た
、
ま
た
一
九
四
六
年
憲
法
前
文
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
補
完
さ
れ
た
基
本
的
諸
権
利
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
に
は
、
憲
法
院
に
付
託

さ
れ
、
憲
法
院
は
そ
の
諸
条
文
の
合
憲
性
に
つ
い
て
宣
言
す
る
。」

　

元
老
院
法
律
委
員
会
の
ラ
ル
シ
ェ
委
員
長
は
、
憲
法
六
一
条
を
補
完
す
る
た
め
に
、
最
終
的
に
元
老
院
第
二
読
会
で
可
決
さ
れ
る
右
の
修

正
案
を
提
出
し
た（

44
）。

　

ラ
ル
シ
ェ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る（

45
）。

こ
の
修
正
は
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
一
九
七
四
年
以
後
の
法
律
に
つ
い
て
違
憲
の
抗
弁
が
検
討

で
き
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
一
九
七
四
年
一
一
月
一
日
以
前
の
法
律
に
つ
い
て
の
み
、
基
本
的
諸
権
利
を
侵
害
す
る
条
文

に
つ
い
て
、
訴
訟
当
事
者
が
違
憲
の
抗
弁
を
主
張
す
る
可
能
性
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
先
述
の
一
九
七
四
年
憲
法
改
正
で
あ
り
、
大
統
領
、
首
相
、
国
民
議
会
議
長
、
元
老
院
議
長
に
加

え
て
、
国
民
議
会
議
員
六
〇
名
も
し
く
は
元
老
院
議
員
六
〇
名
に
も
憲
法
院
へ
の
提
訴
権
を
認
め
た
こ
と
で
あ
る
。
先
述
の
通
り
、
こ
れ
以

後
、
議
員
に
よ
る
提
訴
が
増
え
て
お
り
、
実
質
的
に
予
防
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
機
能
し
て
い
る
た
め
に
、
こ
の
一
九
七
四
年
一
一
月
一
日
を
基

点
に
、
ラ
ル
シ
ェ
は
そ
の
日
以
後
に
成
立
し
た
法
律
お
よ
び
修
正
さ
れ
た
法
律
が
市
民
に
よ
っ
て
提
訴
さ
れ
な
い
よ
う
、
合
憲
性
審
査
の
及

ぶ
範
囲
を
制
限
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
一
八
六
四
）
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政
府
に
よ
る
修
正
案
は
、
提
案
さ
れ
た
先
述
の
修
正
案
か
ら
「
一
九
七
四
年
一
一
月
一
日
以
前
に
制
定
さ
れ
、
か
つ
こ
の
日
以
降
に
修
正

さ
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
文
言
を
削
除
す
る（

46
）。

　

ア
ル
パ
イ
ヤ
ン
ジ
ュ
司
法
大
臣
は
、
元
老
院
法
律
委
員
会
の
修
正
案
を
重
要
な
修
正
と
し
つ
つ
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
一
九
七
四

年
憲
法
改
正
以
前
の
諸
条
文
に
つ
い
て
改
正
の
領
域
に
制
限
を
設
け
た
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
の
同
意
は
得
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う（

47
）。」

　

ま
た
、
ア
ル
パ
イ
ヤ
ン
ジ
ュ
は
、
元
老
院
の
修
正
案
に
よ
る
憲
法
院
へ
の
提
訴
権
者
の
拡
大
は
、
い
わ
ば
合
憲
性
の
予
防
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

す
な
わ
ち
審
署
前
の
審
査
を
一
般
解
放
し
た
と
言
う
も
の
の
、
次
の
統
計
を
用
い
て
問
題
提
起
す
る（

48
）。

憲
法
院
へ
の
提
訴
の
頻
度
は
一
九
七

四
年
以
降
、
顕
著
に
増
え
た
が
、
一
九
七
四
年
一
一
月
一
日
と
一
九
八
九
年
一
二
月
三
一
日
の
間
に
審
署
さ
れ
た
通
常
法
律
の
一
〇
、
四
％

し
か
、
憲
法
院
へ
提
訴
さ
れ
て
い
た
条
文
は
な
か
っ
た（

49
）。

　

そ
の
結
果
、「
一
九
七
四
年
か
ら
今
日
ま
で
に
審
署
さ
れ
、
憲
法
院
に
付
託
さ
れ
な
か
っ
た
一
〇
〇
〇
件
あ
ま
り
の
通
常
法
律
は
、
今
回

の
改
正
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
て
い
る
抗
弁
方
法
に
よ
る
合
憲
性
審
査
か
ら
逃
れ
る
の
か
」
と
、
ア
ル
パ
イ
ヤ
ン
ジ
ュ
は
疑
問
を
呈
し
、
さ
ら

に
、
近
年
二
五
年
間
に
作
ら
れ
た
法
律
を
、
違
憲
の
抗
弁
に
よ
る
合
憲
性
審
査
の
及
ぶ
範
囲
か
ら
外
す
こ
と
に
正
当
性
は
な
い
と
強
調

す
る（

50
）。

　

元
老
院
は
、
審
査
の
可
能
な
法
律
を
制
限
す
る
こ
と
で
、
国
民
議
会
第
一
読
会
修
正
案
と
の
大
き
な
違
い
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
修
正

案
が
国
民
議
会
第
二
読
会
へ
送
付
さ
れ
た
。

三　

国
民
議
会
第
二
読
会

　

国
民
議
会
第
二
読
会
修
正
案
第
一
条

　
　

憲
法
第
六
一
条
の
後
二
項
は
、
以
下
の
規
定
を
も
っ
て
置
き
換
え
る
。

　
（
一
八
六
五
）
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「
裁
判
所
に
係
属
中
の
訴
訟
に
お
い
て
、
法
律
も
し
く
は
法
律
の
性
格
を
有
す
る
法
文
の
規
定
は
、
憲
法
院
に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、
そ
の
規
定
が
、
憲
法
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
、
一
七
八
九
年
人
お
よ
び
市
民
の
権
利
宣
言
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
、
ま
た
一

九
四
六
年
憲
法
前
文
が
確
認
し
補
充
し
た
基
本
的
諸
権
利
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
に
限
ら
れ
る
。」（
以
下
省
略
）

　

国
民
議
会
法
律
委
員
会
の
サ
パ
ン
委
員
長
は
、
元
老
院
第
一
読
会
修
正
案
に
対
し
て
、
最
終
的
に
国
民
議
会
第
二
読
会
で
可
決
さ
れ
る
右

の
修
正
案
を
提
出
し
た（

51
）。

　

そ
し
て
、
サ
パ
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た（

52
）。

国
民
議
会
法
律
委
員
会
の
第
一
条
修
正
案
は
元
老
院
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
修
正
案
に
大
い

に
発
想
を
得
た
。
特
に
、「
法
律
の
規
定
」
よ
り
も
む
し
ろ
「
法
律
も
し
く
は
法
律
の
性
格
を
有
す
る
法
文
の
規
定
」
の
用
語
を
考
慮
に
入

れ
て
提
案
す
る
。

　

ア
ル
パ
イ
ヤ
ン
ジ
ュ
司
法
大
臣
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る（

53
）。

政
府
は
国
民
議
会
法
律
委
員
会
の
修
正
案
を
採
用
す
る
の
に
好
意
的
で
あ
る
。

「
法
律
の
性
格
を
有
す
る
法
文
」
の
観
念
を
加
え
る
こ
と
で
、「
法
律
の
規
定
」
の
観
念
を
補
完
す
る
と
、
合
憲
性
審
査
の
及
ぶ
領
域
に
関
す

る
い
く
つ
か
の
あ
い
ま
い
さ
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
、
議
会
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
こ
と
で
明
確
に
法
律
の
性
格
を
有
す
る
法

文
の
み
な
ら
ず
、
憲
法
自
身
に
よ
っ
て
、
判
例
に
よ
っ
て
、
と
り
わ
け
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
例
に
よ
っ
て
、
議
会
と
は
別
の
権
力
機
関

に
由
来
す
る
規
定
も
今
日
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

つ
ま
り
、
ア
ル
パ
イ
ヤ
ン
ジ
ュ
は
、「
法
律
の
規
定
」
と
い
う
あ
い
ま
い
な
表
現
に
、「
法
律
の
性
格
を
有
す
る
法
文
」
と
い
う
文
言
を
加

え
る
こ
と
で
、
議
会
の
可
決
し
た
明
ら
か
に
「
法
律
の
性
格
を
有
す
る
法
文
」
と
は
別
の
、
他
の
権
力
機
関
に
由
来
す
る
規
定
を
も
、「
法

律
の
規
定
」
の
中
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
ア
ル
パ
イ
ヤ
ン
ジ
ュ
は
、「
法
律
の
合
憲
性
審
査
の
全
体
的
な
一
貫
性
を
保
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
言
い
、
さ
ら
に
、
次
の

　
（
一
八
六
六
）
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よ
う
に
述
べ
る（

54
）。

ご
く
僅
か
な
法
律
し
か
審
署
前
に
憲
法
院
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
ず
、
一
九
七
四
年
か
ら
現
在
ま
で
の
一
〇
〇
〇
件
以
上
の

法
律
が
こ
の
よ
う
な
審
査
か
ら
逃
れ
て
き
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
国
民
議
会
法
律
委
員
会
の
提
案
の
よ
う
に
、
抗
弁
方
法
に
よ
る
審
査
の

対
象
を
、
一
九
七
四
年
憲
法
改
正
以
前
の
条
文
の
み
に
審
査
の
対
象
を
制
限
し
な
い
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
国
民
議
会
第
二
読
会
で
は
、
元
老
院
第
一
読
会
の
修
正
案
の
一
部
は
検
討
さ
れ
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
が
、
審
査
の
可
能
な
法

律
の
範
囲
を
区
切
る
と
い
う
元
老
院
第
一
読
会
の
大
幅
な
修
正
案
は
同
意
さ
れ
ず
、
冒
頭
の
修
正
案
が
元
老
院
第
二
読
会
に
送
ら
れ
た
。

四　

元
老
院
第
二
読
会

　

元
老
院
第
二
読
会
修
正
案
第
一
条

　
　

憲
法
第
六
一
条
は
、
末
尾
に
、
以
下
の
内
容
を
有
す
る
一
項
を
も
っ
て
補
足
す
る
。

「
裁
判
所
に
係
争
中
の
訴
訟
に
お
い
て
、
一
九
七
四
年
一
一
月
一
日
以
前
に
制
定
さ
れ
、
か
つ
そ
の
日
以
降
に
修
正
さ
れ
な
か
っ
た
法

律
も
し
く
は
法
律
の
性
格
を
有
す
る
法
文
の
規
定
は
、
憲
法
、
も
し
く
は
一
七
八
九
年
人
お
よ
び
市
民
の
権
利
宣
言
に
よ
っ
て
確
認
さ

れ
た
、
ま
た
一
九
四
六
年
憲
法
前
文
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
補
完
さ
れ
た
基
本
的
諸
権
利
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
に
は
、
憲
法
院
に
付
託

さ
れ
、
憲
法
院
は
そ
の
諸
条
文
の
合
憲
性
に
つ
い
て
宣
言
す
る
。」

　

元
老
院
法
律
委
員
会
の
ラ
ル
シ
ェ
委
員
長
は
、
国
民
議
会
第
二
読
会
修
正
案
に
対
し
て
、
後
に
元
老
院
第
二
読
会
修
正
案
と
な
る
右
の
修

正
案
を
提
出
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る（

55
）。

審
署
前
に
積
極
的
に
、
か
つ
望
ま
れ
て
審
査
の
対
象
と
な
っ
た
法
律
は
、
法
律
の
不
安
定
さ
を
作

る
か
も
し
れ
な
い
危
険
を
冒
し
て
、
み
だ
り
に
触
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
に
対
し
、
ア
ル
パ
イ
ヤ
ン
ジ
ュ
司
法
大
臣
は
、
次
の
よ
う
に
反
論
す
る（

56
）。

違
憲
の
抗
弁
に
よ
る
合
憲
性
審
査
が
適
用
さ
れ
る
領
域
を
、

　
（
一
八
六
七
）
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期
間
に
よ
っ
て
制
限
す
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
。
元
老
院
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
る
修
正
案
の
よ
う
に
、
一
九
七
四
年
以
前
の
大
変
数
多
く

の
法
律
、
多
く
の
条
文
、
節
、
項
も
し
く
は
言
葉
の
要
素
が
そ
の
後
全
て
修
正
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
条
文
は
適
切
な
ま
ま
で
あ
ろ
う
か
。

　

ア
ル
パ
イ
ヤ
ン
ジ
ュ
は
一
九
七
四
年
以
降
に
修
正
さ
れ
た
法
律
が
数
多
い
た
め
に
、
結
果
的
に
違
憲
の
抗
弁
の
対
象
と
な
る
法
律
の
範
囲

が
狭
め
ら
れ
る
こ
と
を
問
題
視
す
る
。
他
方
、
元
老
院
第
二
読
会
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
伝
統
的
な
考
え
方
で
あ
る
法
律
中
心
主
義
、
す
な
わ

ち
議
会
の
可
決
し
た
法
律
に
対
す
る
強
い
信
頼
か
ら
、
審
査
の
対
象
と
な
る
法
律
の
範
囲
を
制
限
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
、
依
然
と
し
て
、
元

老
院
は
国
民
議
会
の
修
正
案
と
の
大
き
な
差
異
を
埋
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
会
期
終
了
と
と
も
に
一
九
九
〇
年
憲
法
院
改
革

案
は
中
断
し
た
の
で
あ
る
。

第
四
章　

一
九
九
〇
年
以
後
の
市
民
へ
の
提
訴
権
拡
大
に
関
す
る
動
向

　

前
章
の
通
り
、
一
九
九
〇
年
憲
法
院
改
革
は
中
断
す
る
結
果
と
な
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
提
案
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
議
会
で
審
議
さ
れ
た

意
義
は
大
き
く
、
そ
の
後
も
市
民
へ
の
提
訴
権
拡
大
に
関
す
る
論
議
は
続
く
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
法
律
へ
の
信
頼
は
依
然
と
し
て
強
く
、
憲

法
改
正
に
よ
り
憲
法
院
に
よ
る
法
律
の
合
憲
性
審
査
の
対
象
が
拡
大
す
る
こ
と
に
異
議
を
唱
え
る
者
も
少
な
く
な
い
。

　

本
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
一
九
九
〇
年
以
後
今
日
ま
で
、
市
民
へ
の
提
訴
権
拡
大
を
中
心
と
す
る
憲
法
院
改
革
に

関
し
て
ど
の
よ
う
に
論
議
さ
れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
、
憲
法
院
の
役
割
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
元
憲
法
院
裁
判
官
の
見
解
を
概
観
し
、
特
に
、
憲
法
院
の
機
能
と
市
民

へ
の
提
訴
権
拡
大
に
関
す
る
発
言
に
着
目
し
た
い
。
次
に
、
一
九
九
〇
年
以
後
、
政
府
お
よ
び
議
会
で
は
、
市
民
へ
の
提
訴
権
拡
大
に
関
す

る
憲
法
院
改
革
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
動
向
を
追
う
。
特
に
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
か
け
て
、

　
（
一
八
六
八
）
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再
び
こ
の
改
革
が
動
き
出
し
て
い
る
の
で
、
注
目
し
て
い
き
た
い
。

第
一
節　

元
憲
法
院
裁
判
官
の
見
解

一　

ヴ
デ
ル
の
見
解

　

ヴ
デ
ル
（G

. V
edel

）
は
、
一
九
八
〇
年
か
ら
一
九
八
九
年
ま
で
憲
法
院
裁
判
官
を
務
め
た
。

　

ま
ず
、
憲
法
院
の
機
能
に
つ
い
て
、
ヴ
デ
ル
は
任
命
さ
れ
る
前
年
の
一
九
七
九
年
に
来
日
し
た
際
に
行
っ
た
講
演
で
、
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る（

57
）。

一
九
五
八
年
の
創
設
当
初
、
憲
法
院
の
存
在
が
重
要
性
を
帯
び
る
と
は
、
誰
し
も
予
想
し
て
い
な
か
っ
た（

58
）。

そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の

伝
統
的
な
司
法
不
信
を
理
由
と
し
て
い
た
が
、
創
設
か
ら
約
二
〇
年
が
経
っ
た
今
、
憲
法
院
制
度
は
「
将
来
ど
の
よ
う
な
政
治
的
変
遷
が
あ

っ
て
も
保
持
さ
れ
る
で
あ
ろ
う（

59
）」。

　

他
方
、
憲
法
院
の
違
憲
審
査
機
能
が
積
極
化
す
る
と
、
一
九
世
紀
末
か
ら
一
九
四
〇
年
代
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
裁
判
官
政
治
の
問

題
も
浮
上
す
る
。
し
か
し
、
ヴ
デ
ル
は
次
の
よ
う
に
反
論
し
、
憲
法
院
の
変
化
し
た
機
能
を
支
持
す
る
。
憲
法
院
の
違
憲
審
査
権
は
審
署
前

に
限
っ
て
行
使
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
特
に
通
常
法
律
に
関
し
て
は
提
訴
が
な
い
限
り
判
断
が
で
き
な
い
た
め
、
そ
の
権
限
は
広
範
で
は
な
く
、

非
常
に
限
定
さ
れ
て
い
る（

60
）。

ま
た
、
憲
法
院
裁
判
官
は
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
官
の
よ
う
に
個
別
意
見
を
述
べ
な
い
た
め
、
憲
法
を
「
個
人
的

選
好
に
従
い
解
釈
す
る
こ
と
は
な
い（

61
）。」

　

さ
ら
に
、
ヴ
デ
ル
は
、
憲
法
院
裁
判
官
が
世
論
か
ら
広
く
支
持
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、
法
的
な
権
限
の
枠
を
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
自

ら
律
し
、
超
越
し
た
立
法
者
（
“super-législateur

”）
に
な
ろ
う
と
は
考
え
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る（

62
）。

　

そ
し
て
、
講
演
の
最
後
に
、
ヴ
デ
ル
は
憲
法
院
の
進
む
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
締
め
く
く
る
。

　
「
将
来
的
に
は
、
憲
法
院
の
権
限
を
拡
大
し
権
能
を
強
化
す
る
憲
法
改
正
が
行
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
最
も
肝
要
な
こ
と
は
、

　
（
一
八
六
九
）
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同
院
が
そ
の
進
水
後
辿
っ
て
き
た
航
跡
の
延
長
線
上
に
お
い
て
、
政
治
論
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
機
関
に
な
る
の
を
求
め
ず
、
憲
法
保
障
者
た

る
に
ふ
さ
わ
し
い
均
衡
を
、
と
り
わ
け
人
権
に
関
し
て
、
持
す
る
こ
と
を
わ
き
ま
え
る
こ
と
で
あ
る（

63
）。」

　

次
に
、
市
民
へ
の
提
訴
権
に
つ
い
て
、
ヴ
デ
ル
は
、
後
述
の
一
九
九
三
年
憲
法
改
正
案
が
提
出
さ
れ
た
折
、
リ
ュ
シ
ェ
ー
ル
（F. 

L
uchaire

）
と
の
共
同
執
筆
で
、「
違
憲
の
抗
弁
」
と
題
し
て
ル
・
モ
ン
ド
紙
に
次
の
よ
う
な
見
解
を
載
せ
て
い
る（

64
）。

こ
の
記
事
は
、
ソ
ロ

ン
（solon

）
と
記
し
た
上
級
官
吏（

65
）が

発
表
し
た
市
民
へ
の
提
訴
権
に
反
対
す
る
意
見
に
対
す
る
反
論
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。

　

憲
法
院
裁
判
官
は
、
国
際
協
定
に
反
す
る
法
律
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
も
拘
ら
ず
、
憲
法
に
反
す
る
法
律
を
排
除
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
長
い
間
、
憲
法
院
裁
判
官
は
こ
の
状
況
を
受
け
入
れ
る
と
思
え
る
だ
ろ
う
か
。

　

ソ
ロ
ン
は
、
市
民
が
法
律
を
提
訴
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
司
法
の
不
安
定
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
反
対
す
る
。
軽
は
ず
み
に
法
律
を
廃
止
さ

せ
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
が
、
今
回
の
改
正
案
は
、
法
律
の
発
効
後
提
訴
ま
で
に
議
会
に
対
し
て
二
年
の
猶
予
を
与
え
て
い
る
。
も
は
や
市

民
に
規
定
を
提
訴
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
ほ
ぼ
全
て
の
立
憲
主
義
国
家
で
は
、
違
憲
の
抗
弁
は
、
ど
の
裁
判
官
に
も
、
ま
た
ど
の
憲
法
裁
判
所
に
も
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
は
、
こ
の
世
界
的
な
動
き
か
ら
外
れ
た
ま
ま
留
ま
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

ヴ
デ
ル
は
、
当
初
フ
ラ
ン
ス
独
自
の
制
度
で
あ
る
事
前
審
査
制
に
こ
そ
憲
法
院
の
役
割
と
し
て
意
義
が
あ
る
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、
一

九
九
三
年
の
発
言
に
お
い
て
は
市
民
へ
の
提
訴
権
拡
大
を
強
く
支
持
し
て
い
る
。

二　

バ
ダ
ン
テ
ー
ル
の
見
解

　

先
述
の
通
り
、
ヴ
デ
ル
を
強
く
支
持
す
る
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
は
、
中
断
し
た
一
九
九
〇
年
憲
法
院
改
革
案
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

　
（
一
八
七
〇
）
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バ
ダ
ン
テ
ー
ル
（R

. B
adinter

）
は
、
一
九
八
六
年
か
ら
一
九
九
五
年
ま
で
憲
法
院
裁
判
官
を
務
め
、
先
述
の
通
り
一
九
九
〇
年
の
憲

法
院
改
革
の
渦
中
に
い
た
。
そ
の
改
革
案
廃
案
の
二
年
後
、
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
は
「
違
憲
の
抗
弁
、
市
民
に
必
要
な
保
障
」
と
題
し
た
対
談
の

中
で
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

66
）。

　

今
、
違
憲
の
抗
弁
を
認
め
る
事
後
審
査
制
に
よ
り
、
法
律
の
合
憲
性
審
査
の
事
前
審
査
制
を
補
完
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

も
し
法
律
が
憲
法
院
に
よ
っ
て
「
事
前
に
」
審
査
さ
れ
な
け
れ
ば
、
全
て
の
裁
判
所
に
法
律
の
合
憲
性
の
問
題
を
提
訴
す
る
こ
と
を
、
全
て

の
訴
訟
人
に
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

憲
法
院
へ
の
提
訴
の
現
行
手
続
は
十
分
で
は
な
い
。
通
常
法
律
の
場
合
、憲
法
院
は
提
訴
さ
れ
た
こ
と
し
か
審
査
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

確
か
に
、
六
〇
名
の
国
民
議
会
議
員
お
よ
び
六
〇
名
の
元
老
院
議
員
に
提
訴
を
認
め
た
一
九
七
四
年
一
〇
月
二
九
日
憲
法
的
法
律
は
、
よ

り
多
く
、
よ
り
体
系
的
に
法
律
の
合
憲
性
審
査
を
認
め
た
。
そ
の
結
果
、
議
員
に
よ
っ
て
数
多
く
の
提
訴
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

れ
ら
は
、
政
治
的
性
格
を
持
つ
。
も
し
法
律
が
政
治
的
な
議
論
の
中
心
で
な
け
れ
ば
、
憲
法
院
は
ほ
と
ん
ど
提
訴
さ
れ
な
い
。
従
っ
て
、
政

治
的
に
注
目
さ
れ
な
い
法
律
は
提
訴
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
法
律
の
合
憲
性
は
審
査
さ
れ
な
い
ま
ま
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
状
況
を
排
除
す
る
た
め
に
、
違
憲
の
抗
弁
は
、
憲
法
に
反
し
て
立
法
さ
れ
、
憲
法
院
が
知
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
規
定
を
探
知
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
私
た
ち
は
違
憲
の
法
律
が
市
民
を
侵
害
す
る
と
気
づ
く
の
は
、
そ
の
法
律
が
効
力
を
発
生
し
た
後
で
あ
る
か
ら
、

違
憲
の
抗
弁
を
認
め
る
意
義
は
大
き
い
。

　

一
九
七
四
年
一
〇
月
二
九
日
憲
法
的
法
律
が
効
力
を
持
ち
始
め
た
以
前
の
有
効
な
法
律
の
巨
大
な
総
体
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
合
憲
性
審

査
が
不
可
能
も
し
く
は
例
外
的
で
あ
っ
た
時
期
の
も
の
で
あ
る
。

　

確
か
に
、
憲
法
院
は
、
立
法
者
に
よ
っ
て
修
正
の
際
に
提
訴
さ
れ
れ
ば
、
法
律
の
合
憲
性
を
審
査
し
う
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
非
常
に
部

分
的
で
あ
る
。
市
民
の
基
本
的
諸
権
利
の
侵
害
を
含
む
に
も
拘
ら
ず
、
審
査
さ
れ
て
い
な
い
法
律
が
存
在
し
続
け
る
問
題
が
あ
る
。

　
（
一
八
七
一
）
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も
し
こ
の
欠
点
を
改
善
す
る
よ
う
に
な
る
な
ら
、
最
も
よ
い
方
法
は
、
市
民
に
そ
の
よ
う
な
法
律
の
審
査
を
請
求
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ

と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
全
て
の
裁
判
所
に
違
憲
の
抗
弁
を
取
り
上
げ
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
改
革
を
実
現
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
一
九
九
〇
年
の
憲
法
的
法
律
の
政
府
提
出
法
律
案
は
、
国
民
議
会
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
。
元

老
院
は
、
こ
の
改
革
案
を
審
議
す
る
こ
と
は
検
討
に
値
す
る
と
し
つ
つ
も
、
別
個
修
正
案
を
可
決
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
法
律
案
の

往
復
（navette
）
は
そ
こ
で
止
ま
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
改
正
は
今
の
と
こ
ろ
中
断
し
た
ま
ま
で
あ
る
。

　

具
体
的
な
法
律
の
審
査
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
司
法
系
統
、
行
政
系
統
お
よ
び
憲
法
院
が
集
中
し
て
行
う
。
全
て
の
訴
訟
当
事
者
は
、
憲

法
院
に
よ
っ
て
合
憲
性
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
法
律
に
つ
い
て
違
憲
の
抗
弁
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
法
律
の
合
憲
性
の
問
題

は
、
専
ら
専
門
家
、
学
者
に
留
保
さ
れ
た
テ
ー
マ
で
は
な
く
な
り
、
そ
れ
ら
は
現
実
に
司
法
弁
論
の
争
点
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

司
法
制
度
に
と
っ
て
重
要
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
服
す
べ
き
基
本
的
諸
権
利
の
擁
護
は
裁
判
官
の
任
務
の
中
心
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

違
憲
の
抗
弁
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
る
裁
判
所
は
判
決
を
下
す
の
を
延
期
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
抗
弁
は
、
関
連
裁
判
所
に
応

じ
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
も
し
く
は
破
毀
院
に
付
託
さ
れ
る
。
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
も
し
く
は
破
毀
院
が
そ
の
抗
弁
に
根
拠
が
あ
る
と
判
断

す
れ
ば
、
憲
法
院
に
付
託
し
、
最
終
的
に
憲
法
院
は
単
独
で
解
決
す
る
。
従
っ
て
、
法
解
釈
の
一
貫
性
は
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

破
毀
院
と
同
様
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
大
変
短
い
期
間
に
判
断
を
下
す
。
憲
法
院
は
早
く
判
決
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
は
い
る
が
、
憲
法

院
も
ま
た
、
短
い
期
間
で
判
断
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
引
き
伸
ば
さ
れ
る
手
続
の
危
険
は
限
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
制
度
改
革
の
後
で
も
、
重
大
な
諸
法
律
は
、
確
実
に
審
署
前
に
憲
法
院
に
付
託
さ
れ
続
け
る
の
で
、
違
憲
の
抗
弁
は
補
足
的

な
役
割
で
し
か
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

実
際
に
、
具
体
的
な
制
度
改
革
の
内
容
を
決
定
し
て
い
く
の
は
、
立
法
府
の
義
務
で
あ
る
。

　

ま
た
、
市
民
は
直
接
憲
法
院
へ
提
訴
で
き
る
の
で
は
な
く
、
法
律
の
合
憲
性
の
問
題
は
、
裁
判
所
に
対
し
て
違
憲
の
抗
弁
に
よ
る
訴
訟
で

　
（
一
八
七
二
）
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し
か
取
り
上
げ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
直
接
の
提
訴
が
可
能
と
し
て
も
、
多
数
は
受
け
入
れ
が
た
い
、
も
し
く
は
全
く
根
拠
が
な
い
と

い
う
大
量
の
付
託
の
抗
弁
が
訴
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
が
予
想
で
き
る
の
で
、
認
め
ら
れ
な
い
。

　

他
方
で
、
現
行
法
律
の
違
憲
性
の
宣
言
に
よ
っ
て
、
法
律
に
対
す
る
過
度
の
不
安
が
市
民
の
間
で
生
じ
る
と
批
判
さ
れ
る
が
、
数
多
く
の

国
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
違
憲
の
抗
弁
を
実
践
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
問
題
は
払
拭
さ
れ
る
。

　

最
後
に
、
市
民
へ
の
提
訴
権
拡
大
の
早
期
実
現
を
望
む
。
そ
の
た
め
の
制
度
が
い
ず
れ
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
導
入
さ
れ
る
と
予
測
で
き

る
。
こ
の
制
度
改
革
は
市
民
の
自
由
と
基
本
的
諸
権
利
の
必
要
性
を
保
障
す
る
だ
ろ
う
。

　

一
九
九
〇
年
憲
法
院
改
革
案
は
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
の
発
言
に
端
を
発
し
、
そ
の
改
革
が
推
し
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
は
右

の
よ
う
に
市
民
へ
の
提
訴
権
拡
大
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

三　

ロ
ベ
ー
ル
の
見
解

　

憲
法
学
者
の
ロ
ベ
ー
ル
（J. R

obert

）
は
、
一
九
八
九
年
、
国
民
議
会
議
長
フ
ァ
ビ
ウ
ス
（L

. F
abius

）
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
、
九
年

間
憲
法
院
裁
判
官
を
務
め
た
。

　

ロ
ベ
ー
ル
は
、
憲
法
院
で
行
わ
れ
た
樋
口
教
授
と
の
対
談
の
中
で
、
憲
法
院
裁
判
官
の
役
割
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

67
）。

憲
法

院
裁
判
官
は
少
数
意
見
を
表
明
し
な
い
の
で
、
た
と
え
各
々
が
異
な
る
意
見
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
全
員
一
致
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、

「
連
帯
責
任
を
と
り
、
判
決
の
権
威
を
支
え
る
」
の
で
あ
る（

68
）。

ま
た
、
判
決
を
下
す
際
の
世
論
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
憲
法
院
裁
判
官
は
、「
フ

ラ
ン
ス
人
民
の
名
に
お
い
て
、
し
か
し
世
論
に
か
か
わ
り
な
く
判
決
を
下
す（

69
）」。

　

さ
ら
に
、
ロ
ベ
ー
ル
は
、
現
行
の
事
前
審
査
制
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
こ
の
制
度
は
法
律
の
安
定
性
を
担
保
し
、
法
律
は
一
般

意
思
の
表
明
で
あ
る
と
考
え
る
フ
ラ
ン
ス
人
に
と
っ
て
、
そ
の
伝
統
に
合
っ
て
い
る（

70
）。「

し
か
し
、
市
民
の
自
由
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
制

　
（
一
八
七
三
）
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度
が
市
民
の
提
訴
を
み
と
め
て
い
な
い
」
と
い
う
の
は
論
理
に
合
っ
て
い
な
い（

71
）。

　

従
っ
て
、
一
九
九
〇
年
の
憲
法
院
改
革
案
に
つ
い
て
も
ロ
ベ
ー
ル
は
言
及
し
、「
事
前
審
査
を
や
め
る
の
で
は
な
く
、
事
前
審
査
の
対
象

に
な
ら
な
か
っ
た
法
律
に
つ
い
て
通
常
裁
判
所
か
ら
の
送
付
を
う
け
て
憲
法
院
が
審
査
す
る
方
式
を
も
つ
く
る
」
こ
と
に
賛
同
す
る
と
述
べ

る（
72
）。

　

ま
た
、
ロ
ベ
ー
ル
は
、
在
任
中
に
来
日
し
、「
基
本
的
人
権
の
擁
護
者
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
（L

e C
onseil constitutionnel 

français, gardien des libertés fondam
entales

）」
と
題
し
た
講
演（

73
）を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
憲
法
院
へ
の
提
訴
権
を
市
民
に
与
え

る
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
問
題
提
起
し
て
い
る（

74
）。

　

果
た
し
て
、
市
民
に
法
律
の
合
憲
性
を
提
訴
す
る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
な
の
か
。
も
し
認
め
る
な
ら
ば
、
ど
の
段
階
で
訴
訟
を
提
起
す
る

の
か
。
直
接
憲
法
院
へ
提
訴
す
る
こ
と
を
認
め
る
の
か
。
そ
れ
と
も
間
に
何
ら
か
の
機
関
を
経
由
し
て
、
間
接
的
に
憲
法
院
が
審
査
を
付
託

さ
れ
る
の
か
。
そ
の
間
に
は
ど
の
よ
う
な
機
関
が
入
る
の
が
よ
い
の
か
。
さ
ら
に
、
判
決
の
既
判
力
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。
判
決
の
効

力
は
全
て
の
人
に
及
ぶ
の
か
、
そ
れ
と
も
提
訴
し
た
本
人
に
の
み
及
ぶ
の
か
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
重
ね
て
議
論
し
、
市
民
の
提
訴
要
件
お
よ
び
そ
の
効
果
を
明
確
に
す
る
必
要
性
を
、
ロ
ベ
ー
ル
は
示
唆
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
講
演
の
最
後
で
、
ロ
ベ
ー
ル
は
憲
法
院
の
人
権
保
障
機
能
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　
「
憲
法
院
の
任
務
は
、
お
そ
ら
く
、
市
民
が
人
権
保
障
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
に
、
は
じ
め
て
全
体
と
し
て
完

全
な
も
の
に
な
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
と
い
う
の
は
、
結
局
は
、
憲
法
院
が
存
在
し
て
い
る
の
も
、
市
民
の
た
め
で
あ
り
、
ま
た
、
わ
れ

わ
れ
が
皆
、
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
の
も
、
明
ら
か
に
、
た
だ
た
だ
市
民
の
利
益
の
た
め
で
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
す（

75
）。」

　

ヴ
デ
ル
と
同
様
、
ロ
ベ
ー
ル
も
、
憲
法
院
の
判
決
が
信
頼
さ
れ
る
の
は
、
個
別
意
見
、
少
数
意
見
な
ど
個
々
の
裁
判
官
の
意
見
が
表
明
さ

れ
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
ロ
ベ
ー
ル
は
、
市
民
へ
の
提
訴
権
拡
大
に
関
し
て
は
議
論
し
、
解
決
す
べ
き
問
題
を
提

　
（
一
八
七
四
）
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起
し
、
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
同
様
、
制
度
改
革
に
関
す
る
立
法
府
の
判
断
を
求
め
て
い
る
。

四　

ル
ノ
ワ
ー
ル
の
見
解

　

一
九
九
二
年
に
初
の
女
性
憲
法
院
裁
判
官
と
し
て
任
命
さ
れ
、
九
年
間
の
任
期
を
務
め
た
ル
ノ
ワ
ー
ル
（N

. L
enoir

）
は
、
退
官
直
後

の
二
〇
〇
一
年
、
対
談
の
中
で
憲
法
院
の
役
割
と
市
民
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た（

76
）。

　

ま
ず
、
こ
の
憲
法
院
の
制
度
は
、
多
く
の
国
が
採
用
す
る
憲
法
裁
判
所
よ
り
政
治
権
力
に
直
面
す
る
。
第
一
の
理
由
は
、
政
治
家
か
ら
し

か
憲
法
院
は
提
訴
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
理
由
は
、
憲
法
院
が
大
統
領
の
審
署
前
に
、
一
ヶ
月
と
い
う
大
変
短
い
期
間
で
法
律
を

事
前
審
査
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
憲
法
院
は
、
他
国
の
機
関
よ
り
も
強
く
「
政
治
的
決
定
の
過
程
に
介
入
す
る
」
方
向
に
行
く
。

裁
判
官
は
、
や
む
を
え
ず
、
立
法
者
に
対
し
て
「
後
見
人
」
の
役
割
を
務
め
て
き
た
。

　

こ
の
政
治
的
役
割
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
体
制
に
お
い
て
、
一
般
意
思
の
優
位
の
名
の
下
に
、「
市
民
に
対
し
て
基
本
的
諸
権
利
を
保
障

す
る
」
こ
と
で
は
な
く
、「
憲
法
制
定
権
力
」
の
化
身
と
し
て
、
立
法
者
よ
り
上
位
の
市
民
の
主
権
を
守
る
こ
と
を
任
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

憲
法
院
は
こ
の
制
度
の
歴
史
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
創
設
者
ド
・
ゴ
ー
ル
（C

h. de G
aulle

）
に
よ
れ
ば
、
議
会
が
「
一
九
五
八
年
憲
法

の
定
め
る
権
限
領
域
か
ら
は
み
出
さ
な
い
」
こ
と
に
、
憲
法
院
は
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

憲
法
院
は
大
き
く
変
わ
り
、
憲
法
裁
判
所
と
同
様
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
一
九
七
一
年
七
月
一
六
日
結

社
の
自
由
判
決
を
転
機
と
し
て
、
一
九
五
八
年
憲
法
だ
け
で
な
く
、
一
七
八
九
年
人
権
宣
言
お
よ
び
一
九
四
六
年
憲
法
前
文
も
含
め
た
「
憲

法
ブ
ロ
ッ
ク
」
を
根
拠
と
し
て
、
基
本
的
諸
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
。

　

将
来
に
向
け
た
視
点
と
し
て
、
現
行
制
度
の
よ
う
に
、
法
律
の
抽
象
的
審
査
の
手
続
を
も
た
ら
し
て
、
社
会
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
で
満
足

す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
、
違
憲
の
抗
弁
と
い
う
狭
い
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
憲
法
院
に
提
訴
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と

　
（
一
八
七
五
）
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は
、
真
剣
に
検
討
さ
れ
、
法
律
の
事
後
審
査
の
制
度
を
設
け
る
改
正
に
つ
い
て
も
考
察
さ
れ
て
い
る
。

　

ル
ノ
ワ
ー
ル
は
、
ロ
ベ
ー
ル
と
同
様
に
、
市
民
に
代
わ
っ
て
憲
法
院
が
権
限
を
行
使
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
現
在
も
憲
法
院

の
政
治
的
側
面
は
否
め
な
い
と
は
し
つ
つ
も
、
一
九
七
一
年
結
社
の
自
由
判
決
以
後
に
お
け
る
人
権
保
障
機
能
の
側
面
を
、
憲
法
院
の
役
割

と
し
て
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

第
二
節　

政
府
お
よ
び
議
会
の
動
向

一　

一
九
九
三
年
の
動
向

　

一
九
九
三
年
の
憲
法
改
正
案
は
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
主
導
の
下
、
バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
（É

. B
alladur

）
新
政
府
に
よ
っ
て
二
つ
提
出
さ
れ

て
お
り
、
市
民
へ
の
提
訴
権
拡
大
に
関
し
て
は
先
の
政
府
提
出
法
律
案
の
中
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た（

77
）。

そ
の
法
律
案
は
、
主
に
司
法
機
関
お
よ

び
憲
法
院
の
改
革
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た（

78
）。

　

そ
の
前
年
一
九
九
二
年
一
一
月
に
は
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
、
元
老
院
議
長
モ
ノ
リ
（R

. M
onory

）、
国
民
議
会
議
長
エ
マ
ニ
ュ
エ
リ
（H

. 

E
m

m
anuelli

）、
憲
法
院
長
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
（R

. B
adinter

）
に
対
し
て
書
簡
を
送
っ
て
い
る（

79
）。

そ
の
中
で
、
市
民
の
憲
法
院
へ
の
提
訴
権

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
一
九
九
〇
年
に
私
は
、
審
署
後
の
法
律
が
市
民
の
自
由
に
反
す
る
と
市
民
が
判
断
し
た
場
合
に
、
憲
法
院
へ
の
提
訴
を
市
民
に
認
め
る

た
め
に
、
議
会
に
（
憲
法
・
筆
者
注
）
改
正
案
を
提
出
し
ま
し
た
。（
廃
案
に
は
な
り
ま
し
た
が
・
筆
者
注
）
そ
の
改
正
案
の
検
討
を
終
え

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
提
案
は
国
民
議
会
に
よ
っ
て
完
全
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
元
の
ま
ま
の
そ

の
議
論
を
再
開
す
る
だ
け
で
十
分
な
の
で
す（

80
）。」

　

そ
し
て
、
一
九
九
三
年
二
月
、
先
述
の
通
り
憲
法
院
裁
判
官
も
務
め
た
こ
と
の
あ
る
ヴ
デ
ル
（G

. V
edel

）
を
委
員
長
と
す
る
憲
法
改
正

　
（
一
八
七
六
）
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の
た
め
の
諮
問
委
員
会
に
よ
っ
て
、
憲
法
改
正
案
が
提
出
さ
れ
た（

81
）。

市
民
へ
の
提
訴
権
拡
大
に
関
す
る
提
案
は
、
全
て
の
人
の
権
利
を
保
護

す
る
こ
と
を
目
指
し
、
一
九
九
〇
年
に
議
会
に
提
案
さ
れ
た
規
定
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
再
び
取
り
上
げ
て
い
る（

82
）。

訴
訟
当
事
者
の
請
求
に
よ
っ

て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
も
し
く
は
破
毀
院
は
、
憲
法
院
に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
憲
法
院
へ
移
送
さ
れ
る
の
は
、
法
律
の
合
憲
性
を

対
象
と
し
、
司
法
機
関
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
中
で
憲
法
院
に
よ
っ
て
先
決
す
べ
き
合
憲
性
の
問
題
が
存
在
す
る
場
合
で
あ
る
。
ま
た
、
委
員

会
は
提
案
さ
れ
た
改
革
に
お
い
て
、
合
憲
性
が
疑
わ
し
い
と
さ
れ
る
法
律
の
審
査
を
行
う
に
は
、
議
会
に
二
年
の
期
間
を
残
す
必
要
性
が
あ

る
と
考
え
た
。
さ
ら
に
、
手
続
を
修
正
す
る
組
織
法
律
に
つ
い
て
は
予
審
裁
判
機
関
の
前
に
そ
れ
を
訴
え
る
こ
と
を
認
め
な
い
旨
、
提
案
し

た
。

　

以
上
の
よ
う
な
検
討
の
結
果
、
委
員
会
は
次
の
諸
条
文
を
提
案
し
た
。

　
「
六
一
条
の
一　

憲
法
に
よ
っ
て
全
て
の
人
に
認
め
ら
れ
て
い
る
基
本
的
諸
権
利
を
侵
害
す
る
法
律
の
規
定
は
憲
法
院
に
付
託
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

憲
法
院
は
、
当
事
者
の
請
求
に
よ
っ
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
、
破
毀
院
も
し
く
は
そ
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
全
て
の
裁
判
機
関
か
ら

の
移
送
に
よ
り
付
託
さ
れ
る（

83
）。」

　
「
六
二
条
二
項　

六
一
条
の
一
を
理
由
と
し
て
違
憲
の
宣
言
が
な
さ
れ
た
規
定
は
廃
止
さ
れ
る
。
当
該
規
定
は
進
行
中
の
手
続
に
お
い
て

適
用
さ
れ
な
い（

84
）。」

 

し
か
し
、
一
九
九
三
年
の
議
会
の
動
向
と
し
て
は
、
一
九
九
〇
年
の
時
よ
り
も
後
退
し
た
形
で
終
わ
っ
た
。
す
な
わ
ち
政
府
は
、
こ
の
市

民
へ
の
提
訴
権
拡
大
に
関
す
る
憲
法
改
正
案
に
緊
急
性
は
な
い
と
し
て
、
先
に
提
出
を
受
け
た
元
老
院
第
一
読
会
の
審
議
の
後
に
同
提
案
を

撤
回
し
た
の
で
あ
る（

85
）。

　
（
一
八
七
七
）
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二　

二
〇
〇
一
年
の
動
向

　

二
〇
〇
一
年
七
月
一
日
・
二
日
の
ル
・
モ
ン
ド
紙
で
は
、「
憲
法
院
へ
の
提
訴
を
市
民
に
認
め
る
た
め
の
改
正
の
方
向
へ
」
と
題
し
た
記

事
が
掲
載
さ
れ
た（

86
）。

　

二
〇
〇
一
年
は
一
九
〇
一
年
結
社
の
自
由
に
関
す
る
法
律
の
一
〇
〇
周
年
の
年
で
あ
り
、
憲
法
院
の
存
在
価
値
を
改
め
て
思
い
出
さ
せ
る

よ
い
機
会
と
な
っ
た（

87
）。

そ
し
て
、
記
事
は
次
の
よ
う
に
続
く
。「
一
九
五
八
年
憲
法
で
創
設
さ
れ
た
憲
法
院
は
、
一
九
七
一
年
以
後
し
か
フ

ラ
ン
ス
の
制
度
上
、
政
治
上
、
実
際
、
真
に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
一
九
七
一
年
七
月
一
六
日
の
判
決
で
、
結
社
の
自
由

の
憲
法
的
価
値
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
憲
法
院
は
、
憲
法
的
価
値
の
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
基
本
的
諸
原
理
に
関
す
る
法
律
に
対
し
て
合
憲

性
審
査
を
拡
大
し
た（

88
）。」

　

先
述
の
通
り
、
一
九
七
一
年
結
社
の
自
由
判
決
は
、
憲
法
院
が
人
権
保
障
機
能
を
持
つ
こ
と
を
明
確
に
し
、
そ
の
存
在
意
義
を
大
き
く
変

化
さ
せ
た
。
こ
の
結
社
の
自
由
に
関
す
る
法
律
の
一
〇
〇
周
年
を
き
っ
か
け
に
、
再
び
論
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
憲
法
院
へ
の
市
民
の
提

訴
権
に
つ
い
て
、
本
記
事
で
は
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る（

89
）。

　

こ
の
「
結
社
の
自
由
と
権
利
」
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
こ
の
六
月
二
九
日
と
三
〇
日
に
討
論
の
場
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
に
は
、
保
革
共
存

（C
ohabitation

）
の
状
況
下
に
あ
っ
た
当
時
の
シ
ラ
ク
（J. C

hirac

）
大
統
領
と
同
じ
く
ジ
ョ
ス
パ
ン
（L

. Jospin

）
首
相
も
参
加
し
て

い
た
。

　

こ
の
場
で
、
ジ
ョ
ス
パ
ン
は
訴
訟
当
事
者
が
せ
め
て
間
接
的
に
で
も
憲
法
院
に
提
訴
で
き
る
よ
う
再
び
議
論
を
喚
起
し
た
。「
フ
ラ
ン
ス

の
市
民
は
、
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
レ
ベ
ル
、
特
に
権
利
と
自
由
の
保
護
に
関
し
て
、
法
律
を
（
国
際
・
筆
者
注
）
協
定
上
の
審
査
に
働
き

か
け
ら
れ
る
に
も
拘
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
官
に
対
し
て
は
立
法
規
定
の
違
憲
性
に
つ
い
て
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」

「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
違
憲
の
抗
弁
に
個
人
的
に
好
意
的
で
あ
る
」
と
言
明
し
た
。

　
（
一
八
七
八
）
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す
な
わ
ち
、
ジ
ョ
ス
パ
ン
は
、
先
述
の
ミ
ッ
テ
ラ
ン
と
同
様
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
へ
の
提
訴
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、

フ
ラ
ン
ス
国
内
で
違
憲
の
抗
弁
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
問
題
視
し
、
市
民
へ
の
提
訴
権
拡
大
が
望
ま
れ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
す
ぐ
に
、
ジ
ョ
ス
パ
ン
は
予
め
急
い
で
結
論
を
出
さ
な
い
よ
う
注
意
を
喚
起
し
た
。
し
か
し
、
彼
は
続
け
て
、「
違
憲
の
抗
弁
の
仕

組
み
は
平
等
と
思
わ
れ
る
」
と
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
裁
判
に
よ
っ
て
市
民
が
法
律
に
対
し
て
異
議
を
唱
え
る
こ
と
で
、
立
法
者
は
憲

法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
基
本
的
権
利
も
し
く
は
自
由
を
正
し
く
理
解
し
な
か
っ
た
か
否
か
に
気
づ
く
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
二
つ
の
最
高
裁
判
所
に
よ
る
移
送
の
フ
ィ
ル
タ
ー
と
い
う
制
限
は
、「
法
律
の
一
般
的
か
つ
永
続
的
な
再
検
討
の
危
険
を
避

け
る
も
の
で
あ
る
」
と
ジ
ョ
ス
パ
ン
は
明
言
す
る
。

　

そ
し
て
、「
私
の
強
い
関
心
は
、
今
日
提
案
す
る
こ
と
が
正
当
だ
と
思
わ
れ
る
保
護
を
市
民
に
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。」
と
彼
は
再
び
強
調

し
た
。

　

こ
の
記
事
は
、
二
〇
〇
二
年
の
大
統
領
選
に
、
現
在
そ
の
よ
う
に
提
案
し
て
い
る
ジ
ョ
ス
パ
ン
が
候
補
者
と
な
っ
た
こ
と
は
、
法
治
国
家

（É
tat de droit

）
の
新
た
な
進
展
の
た
め
に
有
効
な
も
の
で
あ
る
と
締
め
く
く
る
が
、
再
び
憲
法
院
改
革
が
進
む
か
と
思
わ
れ
た
矢
先
、

二
〇
〇
二
年
の
大
統
領
選
で
ジ
ョ
ス
パ
ン
は
敗
北
し
た
た
め
に
、
政
権
か
ら
去
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
構
想
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た（
90
）。

三　

二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
の
動
向

　

一
九
五
八
年
憲
法
が
翌
年
に
五
〇
年
の
節
目
を
迎
え
る
二
〇
〇
七
年
、
五
月
六
日
の
選
挙
に
よ
っ
て
新
た
に
大
統
領
に
選
ば
れ
た
サ
ル
コ

ジ
（N

. Sarkozy

）
は
、
現
行
制
度
改
革
の
た
め
に
同
年
七
月
一
八
日
に
バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
（É

. B
alladur

）
を
委
員
長
に
任
命
し
、「
第
五

共
和
制
の
諸
制
度
の
近
代
化
を
は
か
り
均
衡
を
回
復
す
る
こ
と
に
つ
い
て
再
考
し
提
案
す
る
た
め
の
委
員
会
（C

om
ité de réflexion et 

　
（
一
八
七
九
）
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de proposition sur la m
odernisation et le rééquilibrage des institutions de la V

èm
e R

épublique

）」
を
設
置
し
た
。

　

同
年
一
〇
月
二
九
日
、
同
委
員
会
は
憲
法
改
正
に
つ
い
て
七
七
の
提
言（

91
）を

し
、
そ
の
中
で
市
民
の
た
め
の
新
た
な
権
利
と
し
て
一
六
の
テ

ー
マ
を
挙
げ
た
。
そ
の
一
つ
に
、「
基
本
的
諸
権
利
と
合
憲
性
審
査
」
と
題
し
て
「
司
法
手
続
の
一
環
と
し
て
違
憲
の
抗
弁
を
取
り
上
げ
る

こ
と
を
訴
訟
当
事
者
に
認
め
る
」
提
案
を
し
た
。
そ
し
て
、
憲
法
六
一
条
一
項
と
同
六
二
条
の
改
正
案
を
提
起
し
て
い
る
。

　

二
〇
〇
八
年
四
月
二
三
日
、「
第
五
共
和
制
の
諸
制
度
を
近
代
化
す
る
た
め
の
憲
法
的
法
律
の
政
府
提
出
法
律
案
」
が
大
臣
会
議
で
可
決

さ
れ（

92
）、

二
日
後
、
国
民
議
会
に
提
出
さ
れ
た（

93
）。

市
民
へ
の
提
訴
権
拡
大
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
提
案
理
由
を
述
べ
て
い
る（

94
）。

　

六
〇
名
の
国
民
議
会
議
員
お
よ
び
六
〇
名
の
元
老
院
議
員
に
憲
法
院
へ
の
付
託
を
拡
大
し
た
一
九
七
四
年
改
正
は
、
そ
の
当
時
、
法
治
国

家
の
重
大
な
進
歩
を
示
し
た
。
本
提
案
の
第
二
六
条
お
よ
び
第
二
七
条
に
お
い
て
、
違
憲
の
抗
弁
に
よ
っ
て
既
に
審
署
さ
れ
た
立
法
規
定
の

合
憲
性
に
つ
い
て
異
議
を
唱
え
る
余
地
を
訴
訟
当
事
者
に
与
え
る
こ
と
は
、
さ
ら
な
る
段
階
を
越
え
る
提
案
と
な
る
。

　

法
律
の
合
憲
性
に
関
す
る
事
後
審
査
は
憲
法
院
に
任
せ
、
そ
れ
ほ
ど
深
刻
か
つ
困
難
で
は
な
い
問
題
の
場
合
に
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ

も
し
く
は
破
毀
院
に
移
送
す
る
前
に
、
行
政
系
統
お
よ
び
司
法
系
統
の
諸
裁
判
所
が
提
訴
さ
れ
た
問
題
を
退
け
る
。
こ
の
二
つ
の
最
高
裁
判

所
は
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
領
域
に
応
じ
て
、
憲
法
院
に
移
送
す
る
前
に
フ
ィ
ル
タ
ー
の
役
割
を
滞
り
な
く
行
う
。
こ
の
よ
う
に
、
司
法
の
安
定

の
要
求
、
議
会
の
尊
重
、
憲
法
院
を
滞
ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
性
、
そ
し
て
基
本
的
諸
権
利
の
保
護
の
進
歩
が
、
こ
の
制
度
に
委
ね
ら

れ
る
。

　

そ
の
結
果
、
同
委
員
会
は
第
二
六
条
で
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

　
「
憲
法
第
六
一
条
の
後
に
第
六
一
条
の
一
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
書
き
加
え
る
。

　
『
第
六
一
条
の
一　

裁
判
所
に
係
争
中
の
訴
訟
に
お
い
て
、
現
行
憲
法
が
効
力
を
発
す
る
後
に
審
署
さ
れ
た
立
法
規
定
が
、
憲
法
の
保
障

す
る
権
利
や
自
由
を
侵
害
し
て
い
る
と
主
張
さ
れ
る
際
に
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
も
し
く
は
破
毀
院
の
移
送
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
を
憲
法

　
（
一
八
八
〇
）
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院
に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
る（

95
）。』」

　

先
述
の
一
九
九
〇
年
憲
法
改
正
案
と
は
異
な
り
、
こ
の
改
正
案
は
一
九
五
八
年
憲
法
以
後
の
法
律
に
限
っ
て
審
査
対
象
と
し
て
い
る
点
に

着
目
さ
れ
よ
う
。

　

二
〇
〇
八
年
四
月
二
四
日
の
ル
・
モ
ン
ド
紙
で
は
、
こ
の
提
案
に
つ
い
て
、「
フ
ラ
ン
ス
人
は
憲
法
院
へ
の
提
訴
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
」

と
題
す
る
注
目
さ
れ
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
た（

96
）。

　

憲
法
的
法
律
の
政
府
提
出
法
律
案
は
、
フ
ラ
ン
ス
市
民
に
と
っ
て
新
た
な
権
利
、
す
な
わ
ち
裁
判
所
に
違
憲
の
抗
弁
を
提
起
す
る
可
能
性

を
築
い
た
。
こ
の
権
利
に
よ
っ
て
、
市
民
は
、
基
本
的
諸
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
と
判
断
す
る
時
、
法
律
の
合
憲
性
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ

と
が
許
さ
れ
る
。
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
そ
の
意
見
に
反
対
し
た
が
、
サ
ル
コ
ジ
は
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
二
日
後
、
四
月
二
六
日
の
ル
・
モ
ン
ド
紙
で
は
「
憲
法
の
『
ア
メ
リ
カ
的
』
改
正
」
と
題
し
た
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
改
正

に
批
判
的
な
記
事
が
書
か
れ
た（

97
）。

　

無
駄
で
、
退
屈
で
、
か
つ
理
解
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
論
争
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
五
共
和
制
の
現
代
化
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
サ
ル

コ
ジ
が
公
約
と
し
て
い
る
憲
法
的
法
律
の
政
府
提
出
法
律
案
の
こ
と
で
あ
る
が
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
余
り
十
分
に
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
れ
は
、
成
年
に
達
し
た
フ
ラ
ン
ス
市
民
が
、
基
本
的
諸
権
利
を
侵
害
し
う
る
全
て
の
権
力
機
関
に
対
し
て
、
そ
の
権
利
を
擁
護
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
の
規
定
の
中
に
は
、
一
七
八
九
年
革
命
か
ら
生
じ
た
、
フ
ラ
ン
ス
民
主
主
義
体
系
の
崩
壊
が
推

察
さ
れ
る
。

　

そ
れ
は
違
憲
の
抗
弁
と
呼
ば
れ
る
。
近
い
う
ち
に
議
会
で
審
議
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
改
正
の
こ
の
論
点
が
採
択
さ
れ
れ
ば
、
裁
判
官
に
よ
っ

て
適
用
さ
せ
ら
れ
た
法
律
に
不
満
を
抱
く
人
は
、
憲
法
が
保
障
す
る
権
利
の
名
の
下
で
、
法
律
に
対
し
異
議
を
唱
え
る
こ
と
を
試
み
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
と
同
じ
よ
う
に
？

　
（
一
八
八
一
）
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こ
の
よ
う
な
改
正
が
行
わ
れ
る
と
、
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
の
民
主
主
義
が
問
題
に
な
る
の
は
い
つ
も
、
同
時
代
に
大
西
洋

と
は
反
対
側
で
光
が
生
ま
れ
た
他
の
制
度
と
比
較
し
た
結
果
で
あ
り
、
そ
の
対
立
あ
る
制
度
に
関
す
る
報
告
書
を
元
に
今
回
も
議
論
が
進
め

ら
れ
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
権
力
の
均
衡
は
、
違
反
し
た
法
律
が
市
民
に
適
用
さ
れ
れ
ば
、
行
政
の
み
な
ら
ず
、
連
邦
議
会
に
対
し

て
も
、
市
民
が
権
利
を
行
使
す
る
可
能
性
を
与
え
て
い
る
。

　

一
九
七
四
年
、
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
は
、
六
〇
名
の
国
民
議
会
議
員
も
し
く
は
六
〇
名
の
元
老
院
議
員
に
対
し
て
、
審
署
前
の
法
律

全
て
を
憲
法
院
に
提
訴
で
き
る
権
限
を
与
え
る
こ
と
を
議
会
に
採
択
さ
せ
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
効
力
を
持
つ
法
律
を
憲
法
院
に
付
託

す
る
可
能
性
を
全
て
の
市
民
に
広
げ
る
問
題
が
浮
上
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
つ
て
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
、
革
命
二
〇
〇
周

年
の
年
に
、
一
九
八
九
年
に
提
案
さ
れ
た
法
律
案
が
甦
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
記
事
で
は
、
一
九
九
〇
年
憲
法
改
正
案
の
審
議
に
お
い
て
、
元
老
院
で
は
、
伝
統
主
義
者
が
、
特
に
ゴ
ー
リ
ス
ト
が
提
案
を
公
然
と

反
対
す
る
の
で
は
な
く
、
国
民
議
会
に
と
っ
て
受
け
入
れ
が
た
い
修
正
案
を
提
案
し
た
こ
と
で
、
そ
の
憲
法
院
改
革
を
失
敗
さ
せ
た
と
い
う

バ
タ
ン
テ
ー
ル
の
回
想
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
改
正
案
が
一
九
九
〇
年
と
同
様
に
廃
案
と
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
そ
れ
と
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
か
、
フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
の
人
権

保
障
機
能
の
発
展
段
階
に
お
け
る
議
会
の
動
向
と
し
て
、
二
〇
〇
八
年
憲
法
改
正
案
の
審
議
経
過
が
注
目
さ
れ
る
。

む　

す　

び

　

憲
法
は
制
定
の
時
か
ら
歳
月
を
経
る
に
つ
れ
、
そ
の
統
治
構
造
の
変
容
を
求
め
ら
れ
る（

98
）。

そ
れ
故
、
一
定
の
時
期
ご
と
に
社
会
の
変
化
に

目
を
向
け
、
現
実
に
見
合
っ
た
統
治
構
造
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
（
一
八
八
二
）
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九

同
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社
法
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六
〇
巻
五
号

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
こ
の
五
〇
年
の
間
、
憲
法
院
裁
判
官
は
そ
の
時
々
に
求
め
ら
れ
る
、
も
し
く
は
時
代
の
先
を
行
く
反
応
を
自
ら
示
す
こ

と
で
、
憲
法
院
の
存
在
意
義
を
示
し
、
そ
の
信
頼
を
築
き
上
げ
て
き
た
。
そ
う
し
た
結
果
、
憲
法
院
は
、
フ
ラ
ン
ス
憲
法
史
上
初
め
て
実
効

的
な（

99
）違

憲
審
査
機
能
を
行
使
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
七
八
九
年
の
革
命
以
来
長
い
間
、「
議
会
に
よ
る

0

0

0

人
権
保
障（
100
）」

が
浸
透
し
て
い
た
フ

ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
憲
法
院
と
い
う
創
設
間
も
な
い
新
た
な
機
関
が
、
議
会
の
可
決
し
た
法
律
を
審
査
す
る
と
い
う
「
議
会
に
対
す
る

0

0

0

0

人
権

保
障（
101
）」

を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
一
九
九
〇
年
に
憲
法
院
改
革
論
議
が
巻
き
起
こ
り
、
さ
ら
な
る
憲
法
院
の
機
能
の
活
性
化
が
求
め
ら
れ
た
。
憲
法
院
は
、
創
設

か
ら
約
一
〇
年
後
の
一
九
七
一
年
に
、
判
決
と
い
う
手
段
で
裁
判
官
自
ら
の
手
に
よ
り
人
権
保
障
機
能
を
持
つ
機
関
に
変
貌
を
遂
げ
、
そ
の

後
一
九
七
四
年
に
提
訴
権
が
一
般
の
議
員
に
も
広
が
る
も
の
の
、
制
度
そ
の
も
の
を
変
換
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
人
権
保
障
機
関
と
し
て
の
地

位
を
確
立
し
、
そ
の
役
割
を
議
会
・
政
府
を
は
じ
め
周
囲
に
認
識
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
創
設
約
三
〇
年
後
の
一
九
九
〇
年
に
は
、
憲

法
院
の
機
能
と
そ
れ
に
対
す
る
信
頼
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
り
、
市
民
の
訴
え
に
よ
っ
て
法
律
の
合
憲
性
審
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
憲
法
院
制

度
を
も
大
き
く
変
え
る
改
革
案
が
浮
上
し
た
の
で
あ
る
。

　

フ
ァ
ボ
ル
ー
は
一
九
九
八
年
に
来
日
し
た
際
に
、「
憲
法
裁
判
の
比
較
―
ア
メ
リ
カ
型
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型（
102
）」、「

二
つ
の
憲
法
裁
判
モ
デ

ル（
103
）」

と
題
し
た
興
味
深
い
二
つ
の
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
八
世
紀
後
半
に
生
ま
れ
た
憲
法
は
世
界
共
通
の
出
発
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
憲
法
裁
判
に
関
し
て
は
司
法
審
査
制
度
の
ア
メ
リ
カ
型
と
憲
法
裁
判
制
度
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
と
い
う
異
な
る
二
つ
の
制
度

に
分
か
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る（
104
）。

　

異
な
る
制
度
が
創
設
さ
れ
る
前
提
と
し
て
、
フ
ァ
ボ
ル
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
の
違
い
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
長
い
間
法
律
の
審
査
が
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
と
説
明
す
る（
105
）。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
「
法
律
は
植
民
地
権
力
で
あ
る
英
国
の
権
力
の
行
為（
106
）」

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
対

し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
革
命
以
来
「
法
律
は
、
人
民
の
意
思
の
表
明
で
あ
る
議
会
か
ら
由
来
す
る
ゆ
え
に
、
神
聖
な
行
為（
107
）」

と
受
け
取
ら

　
（
一
八
八
三
）
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同
志
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六
〇
巻
五
号

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
二
次
大
戦
中
の
独
裁
制
が
法
律
に
よ
り
市
民
の
権
利
を
侵
害
し
た
事
実
に
よ
り
、
法
律
は
「
そ
の
威
信

prestige
を
失
っ
た（
108
）」。

そ
の
結
果
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
法
律
を
審
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
先
に
制
度
と
し
て
確
立
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
司
法
審
査
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
制
度

的
な
理
由
に
つ
い
て
、
フ
ァ
ボ
ル
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（
109
）。

そ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
訴
訟
担
当
裁
判
官
は
、
司
法
審
査
を
行
う
の

に
適
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
官
は
、「
選
ば
れ
る
に
せ
よ
、
任
命
さ
れ
る
に
せ
よ
、
選
ば
れ
た
政
治
権
力
の
承
認
を

得
て
い
る
」
の
に
対
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
訴
訟
担
当
裁
判
官
は
、「『
キ
ャ
リ
ア
の
裁
判
官
』
で
あ
り
、
い
わ
ば
公
務
員
で
も
あ
る
」
こ
と
を

理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る（

110
）。

そ
し
て
、
司
法
審
査
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
国
の
よ
う
に
司
法
領
域
の
統
一
が
行
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
機
能
し
な

い
と
言
う
の
で
あ
る（
111
）。

そ
の
結
果
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
異
な
る
新
た
な
制
度
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
が
ケ
ル
ゼ
ン
の
考
案
し
た
「
憲
法
裁

判
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
」
で
あ
り（
112
）、

フ
ラ
ン
ス
で
は
そ
の
一
形
態
と
し
て
憲
法
院
と
い
う
独
自
の
制
度
が
創
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
常
に
自
国
の
制
度
と
他
国
の
制
度
の
相
違
点
を
踏
ま
え
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
違
憲
審
査
制
が
現
在
に
至
る
ま
で

進
展
し
て
き
た
結
果
、
憲
法
院
の
人
権
保
障
機
能
は
今
後
も
確
実
に
拡
大
の
方
向
へ
進
む
で
あ
ろ
う（
113
）。

と
り
わ
け
、
市
民
へ
の
提
訴
権
拡
大

の
可
能
性
に
関
し
て
は
、
よ
う
や
く
違
憲
の
抗
弁
が
射
程
距
離
に
入
っ
た
今
日
、
ま
ず
は
二
〇
〇
八
年
の
第
五
共
和
制
の
制
度
改
革
に
関
す

る
憲
法
改
正
案
に
つ
い
て
、
そ
の
審
議
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
議
会
の
審
議
経
過
を
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い（
114
）。

そ
し
て
、

そ
の
過
程
で
、
フ
ラ
ン
ス
は
独
自
の
制
度
を
維
持
し
続
け
る
の
か
、
そ
れ
と
も
他
国
の
制
度
に
類
似
す
る
制
度
に
歩
み
寄
る
の
か
、
そ
の
選

択
す
る
方
向
性
に
も
目
を
向
け
て
い
き
た
い
。

（
1
）　

ピ
ー
タ
ー
・
モ
リ
ス
（
土
倉
莞
爾
ほ
か
訳
）『
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
』（
晃
洋
書
房
、
一
九
九
八
年
）
三
七
頁
。

（
2
）　

L
’entretien télévisé du président de la R

épublique: M
. M

itterrand veut élargir la saisine du C
onseil constitutionnel, L

e
 M

o
n

d
e, 16-17 juillet 1989, 

　
（
一
八
八
四
）
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憲
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一
四
一

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

p. 7.
（
3
）　

一
九
九
〇
年
の
憲
法
改
正
案
に
関
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
辻
村
み
よ
子
「
ミ
ッ
テ
ラ
ン
時
代
の
憲
法
構
想
―
フ
ラ
ン
ス
の
改
憲
動
向
を
め
ぐ
っ
て
―
」
日
仏

法
学
一
九
号
（
一
九
九
五
）
二
四
頁
以
下
、
今
関
源
成
「
挫
折
し
た
憲
法
院
改
革
―
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
法
治
国
家
（E

tat de droit

）
論
―
」
高
柳
信
一
先
生

古
稀
記
念
論
集
『
現
代
憲
法
の
諸
相
』（
専
修
大
学
出
版
局
、
一
九
九
二
）
三
六
三
頁
以
下
、
矢
島
基
美
「
一
九
九
〇
年
フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
提
訴
権
改
革
法
案
―
憲
法

的
法
律
な
ら
び
に
組
織
法
律
―
」
徳
島
大
学
論
叢
三
七
号
（
一
九
九
二
）
三
二
九
頁
以
下
参
照
。

（
4
）　

A
. R

ollat, L
a proposition de réform

e constitutionnelle de M
. M

itterrand : L
e droit du citoyen devant la loi, L

e
 M

o
n

d
e, 16-17 juillet 1989, p. 1.

（
5
）　

L
e
 M

o
n

d
e, 16-17 juillet 1989, p. 7.

（
6
）　

Ib
id

.

（
7
）

Ib
id

.

（
8
）

Ib
id

.

一
九
九
〇
年
憲
法
改
正
案
で
は
、
憲
法
院
は
行
政
裁
判
系
統
お
よ
び
司
法
裁
判
系
統
に
よ
っ
て
付
託
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
通
常
裁
判
官
と
憲
法
裁
判
官
の
間

の
対
話
を
制
度
化
」
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。
ヴ
ェ
ロ
ニ
ク
・
カ
ブ
レ
ラ
＝
ジ
メ
ノ
（
稲
葉
実
香
訳
）「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
裁
判
諸
機
関
の
相
互
関
係
」
日

仏
公
法
セ
ミ
ナ
ー
編
『
公
共
空
間
に
お
け
る
裁
判
権
―
フ
ラ
ン
ス
の
ま
な
ざ
し
―
』（
有
信
堂
、
二
〇
〇
七
）
一
四
九
頁
。

（
9
）　

L
e program

m
e com

m
un de gouvernem

ent établi par les délégations du parti socialiste et du parti com
m

uniste français, L
e
 M

o
n

d
e, 29 juin 1972, 

p. 7. 

邦
語
文
献
で
は
、
中
村
五
雄
「
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
・
共
産
党
共
同
政
府
綱
領
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
二
六
四
号
（
一
九
七
三
）
一
一
一
頁
、
松
宮
龍
起
・
稲
本
洋
之

助
『
統
一
戦
線
と
政
府
綱
領
―
フ
ラ
ン
ス
共
社
共
同
政
府
綱
領
文
献
集
』（
新
日
本
出
版
社
、
一
九
七
四
）
二
七
六
頁
（
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
「
最
高
法
院
」
と
訳
さ

れ
て
い
る
）、
樋
口
陽
一
『
現
代
民
主
主
義
の
憲
法
思
想
―
フ
ラ
ン
ス
憲
法
お
よ
び
憲
法
学
を
素
材
と
し
て
―
』（
創
文
社
、
一
九
七
七
）
二
四
〇
〜
二
四
一
頁
参
照
。

（
10
）　

松
宮
・
稲
本
、
同
上
。

（
11
）　

ジ
ャ
ッ
ク
・
ロ
ベ
ー
ル
（
辻
村
み
よ
子
訳
）「
フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
と
人
権
保
障
」
法
学
教
室
一
八
五
号
（
一
九
九
六
）
三
六
頁
。

（
12
）　

D
. R

ousseau, S
u

r
 le

 C
o
n

s
e
il c

o
n

s
titu

tio
n

n
e
l : L

a
 d

o
c
tr

in
e
 B

a
d

in
te

r
 e

t la
 d

é
m

o
c
r
a

tie, D
escartes &

 C
ie, 1997, p. 15. 

バ
ダ
ン
テ
ー
ル
は
、
司
法
大

臣
で
あ
っ
た
一
九
八
六
年
に
、
死
刑
廃
止
法
律
案
を
「
血
の
滲
む
よ
う
な
努
力
で
」
成
立
に
導
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
の
人
権
保
障
に
対
す
る

強
い
信
念
が
う
か
が
え
る
。
郷
原
佳
以
「〈
報
告
〉『
殺
し
て
終
わ
り
』
の
欺
瞞
性
―
『
死
刑
廃
止
を
め
ぐ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
験
』
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
―
」

未
来
四
八
三
号
（
二
〇
〇
六
）
一
〇
頁
。

（
13
）　

R
. B

adinter, D
u côté du C

onseil constitutionnel, R
. F

. D
. A

., nº 2, 2002. pp. 207 ; D
. R

ousseau, o
p

. c
it., pp. 166.  

深
瀬
忠
一
「
フ
ラ
ン
ス
の
公
法
学
の

　
（
一
八
八
五
）
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一
四
二

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

第
一
人
者
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ヴ
デ
ル
教
授
の
貢
献
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
五
二
号
（
二
〇
〇
三
）
一
六
九
頁
以
下
。

（
14
）　

一
九
八
一
年
選
挙
で
大
統
領
が
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
か
ら
ミ
ッ
テ
ラ
ン
に
代
わ
り
、
そ
の
後
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
は
一
九
八
八
年
の
大
統
領
選
挙
で
再
選

を
決
め
る
。
議
会
多
数
派
も
、
一
九
八
〇
年
に
は
右
派
、
一
九
八
一
年
か
ら
一
九
八
六
年
ま
で
は
左
派
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
八
六
年
か
ら
一
九
八
八
年
ま
で

は
右
派
が
議
会
多
数
を
占
め
た
た
め
、
政
府
は
保
革
共
存
（C

ohabitation

）
の
状
況
と
な
っ
た
。
一
九
八
八
年
以
後
は
再
び
左
派
が
議
会
多
数
を
占
め
た
。R

. 

B
adinter, o

p
.c

it., p. 207.

（
15
）　

C
onseil constitutionnel, D

écision nº 81-132 D
C

 du 16 janvier 1982 et nº82-139 D
C

 du 11 février 1982, R
e
c
. 18, R

. J
. C

. I-104 et R
e
c
. 31, R

. J
. C

. 

I-121, L
. F

avoreu et L
. P

hilip, L
e
s
 g

r
a

n
d

e
s
 d

é
c
is

io
n

s
 d

u
 C

o
n

s
e
il c

o
n

s
titu

tio
n

n
e
l, 12 e éd., D

alloz, 2003, pp. 457.

（
16
）　

C
onseil constitutionnel, D

écision nº 86-207 D
C

 du 26 juin 1986, R
e
c
. 61, R

. J
. C

. I-254, L
. F

avoreu et L
. P

hilip, o
p

. c
it., pp. 661.

（
17
）　

R
. B

adinter, o
p

. c
it., p. 207 ; D

. R
ousseau, o

p
. c

it., p. 166, 167.

（
18
）　

ヴ
デ
ル
の
報
告
を
元
に
、
一
七
八
九
年
人
権
宣
言
一
七
条
の
財
産
権
の
保
障
が
私
有
財
産
の
み
な
ら
ず
、
国
有
財
産
に
も
及
ぶ
と
、
憲
法
院
は
民
営
化
法
判
決
で

判
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ヴ
デ
ル
の
最
終
報
告
書
が
満
場
一
致
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
際
、
全
て
の
憲
法
院
裁
判
官
に
よ
る
拍
手
喝
采
が
自
然
と
ヴ
デ
ル
に
対
し
て

起
き
た
と
、
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
は
言
う
。R

. B
adinter, o

p
. c

it., p. 207 ; D
. R

ousseau, o
p

. c
it., pp. 166.

（
19
）　

R
. B

adinter, o
p

. c
it., p. 207.

（
20
）　

G
. V

edel., L
e C

onseil constitutionnel, gardien du droit positif ou défenseur de la transcendance des droits de l ’hom
m

e, P
o
u

v
o
ir

s, nº 45, 1988, 

p.151.

（
21
）　

G
. V

edel, N
euf ans au C

onseil constitutionnel, L
e
 D

é
b
a

t, nº55, 1989, p.52.

（
22
）　

R
. B

adinter, o
p

. c
it., p. 210.

（
23
）　

J.- M
. C

olom
bani et M

. K
ajm

an, U
n entretien avec M

. R
obert B

adinter, L
e
 M

o
n

d
e, 3 m

ars 1989, p. 1.

（
24
）　

Ib
id

.

（
25
）

Ib
id

.

（
26
）

L
e
 M

o
n

d
e, 3 m

ars 1989, p. 2.

（
27
）　

Ib
id

.

（
28
）　

本
稿
で
は
、loi organique

を
、
直
訳
の
ま
ま
に
「
組
織
法
律
」
と
訳
し
て
い
る
。loi organique

は
、「
憲
法
附
属
法
」
と
も
訳
さ
れ
、「
国
政
の
組
織
と
運
営
に

　
（
一
八
八
六
）



フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
の
人
権
保
障
機
能
の
再
検
討
（
下
）

 

一
四
三

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

必
要
な
規
範
、
す
な
わ
ち
実
質
的
意
味
の
憲
法
に
属
す
る
法
規
範
で
あ
っ
て
、
憲
法
典
を
補
充
す
る
意
味
を
も
つ
規
範
又
は
そ
れ
を
内
容
と
す
る
議
会
制
定
法
」
を

意
味
す
る
重
要
な
存
在
で
あ
る
。
大
石
眞
『
憲
法
秩
序
へ
の
展
望
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
）
九
〜
一
二
頁
。

（
29
）

B
. du G

ranrut, F
aut- il accorder aux citoyens le droit de saisir le C

onseil constitutionnel? : A
nnexes : P

rojet de loi constitutionnelle portant 

révision
 d

es articles 61, 62 et 63 d
e la C

on
stitu

tion
 et in

stitu
an

t u
n

 con
trôle d

e con
stitu

tion
n

alité d
es lois p

ar voie d
’excep

tion
, P

rojet d
e loi 

organique m
odifiant l ’ordonnance nº 58-1067 du 7 novem

bre 1958 portant loi organique sur le C
onseil constitutionnel, R

. D
. P

., nº 2, 1990, pp. 326.

（
30
）　

B
. du G

ranrut, o
p

. c
it., pp.326.

（
31
）　

B
. du G

ranrut, o
p

. c
it., p. 333, 334.

（
32
）　

B
. du G

ranrut, o
p

. c
it., pp. 328.

（
33
）　

L
. F

avoreu, L

’élargissem
ent de la saisine du C

onseil constitutionnel aux juridictions adm
inistratives et judiciaires, R

. F
. D

. C
., nº4, 1990, p. 581.

（
34
）　

L
. F

avoreu, o
p

. c
it., pp. 581. 

一
九
九
〇
年
憲
法
改
革
法
律
案
の
審
議
経
過
に
つ
い
て
は
、
矢
島
・
前
掲
注
（
3
）
三
三
三
頁
以
下
に
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
35
）　

憲
法
四
五
条
一
項
に
基
づ
い
て
、
原
則
と
し
て
全
て
の
法
律
案
は
同
一
の
条
文
に
つ
い
て
両
院
で
審
議
・
採
択
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
両
院
が
一
致
す
る
ま
で

往
復
す
る
。

（
36
）　

J
. O

., D
ébats parlem

entaires, A
ssem

blée nationale, 25 avril 1990, p. 689.

（
37
）　

J
. O

., D
ébats parlem

entaires, A
ssem

blée nationale, 25 avril 1990, p. 690.

（
38
）　

J
. O

., D
ébats parlem

entaires, A
ssem

blée nationale, 25 avril 1990, p. 690- 691.

（
39
）　

J
. O

., D
ébats parlem

entaires, A
ssem

blée nationale, 25 avril 1990, p. 713.

（
40
）　

J
. O

., D
ébats parlem

entaires, A
ssem

blée nationale, 25 avril 1990, p. 714.

（
41
）　

J
. O

., D
ébats parlem

entaires, A
ssem

blée nationale, 25 avril 1990, p. 713.

（
42
）　

J
. O

., D
ébats parlem

entaires, A
ssem

blée nationale, 25 avril 1990, p. 714.

（
43
）　

J
. O

., D
ébats parlem

entaires, A
ssem

blée nationale, 25 avril 1990, p. 713. 

こ
の
「
基
本
的
諸
権
利
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
ア
ル
パ
イ
ヤ
ン
ジ
ュ
は
フ
ァ
ボ

ル
ー
の
言
葉
を
引
用
し
、
説
明
し
て
い
る
。「『
基
本
的
諸
権
利
』
と
言
う
表
現
は
、
…
憲
法
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
自
由
と
権
利
を
指
し
示
し
て
い
る
。」

J
. O

., D
ébats parlem

entaires, A
ssem

blée nationale 25 avril 1990, p. 714 - 715.

（
44
）　

J
. O

., D
ébats parlem

entaires, Sénat, 13 juin 1990, p. 1590.

　
（
一
八
八
七
）



フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
の
人
権
保
障
機
能
の
再
検
討
（
下
）

 

一
四
四

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

（
45
）　

Ib
id

.
（
46
）　

Ib
id

.

（
47
）

J
. O

., D
ébats parlem

entaires, Sénat, 13 juin 1990, p. 1591.

（
48
）

Ib
id

.

（
49
）　

Ib
id

.

（
50
）

Ib
id

.

（
51
）

J
. O

., D
ébats parlem

entaires, A
ssem

blée nationale, 21 juin 1990, p. 2784.

（
52
）　

Ib
id

.

（
53
）

Ib
id

.

（
54
）

Ib
id

.

（
55
）　

J
. O

., D
ébats parlem

entaires, Sénat, 28 juin 1990, p.2224.

（
56
）

Ib
id

.

（
57
）
近
藤
教
授
が
こ
の
講
演
の
内
容
を
訳
出
し
て
い
る
。
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ヴ
デ
ル
（
近
藤
昭
三
訳
）「
フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
の
判
例
」
自
治
研
究
五
七
巻
一
号
（
一
九
八
一
）

一
五
頁
以
下
。

（
58
）　

ヴ
デ
ル
・
前
掲
注
（
57
）
三
四
頁
。

（
59
）　

同
上
。

（
60
）　

ヴ
デ
ル
・
前
掲
注
（
57
）
三
五
頁
。

（
61
）　

同
上
。

（
62
）　

同
上
。

（
63
）　

同
上
。

（
64
）　

G
. V

edel et F. L
uchaire, R

éponses à Solon : L
’exception d ’inconstitutionnalité, L

e
 M

o
n

d
e, 11 juin 1993, p.2. 

勝
山
教
子
「
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
ッ
テ
ラ

ン
の
改
憲
構
想
と
一
九
九
三
年
七
月
二
七
日
憲
法
改
正
（
二
・
完
）
―
司
法
官
職
高
等
評
議
会
の
改
革
と
共
和
国
法
院
の
創
設
―
」
同
志
社
法
学
四
五
巻
四
号

（
一
九
九
三
）
二
二
頁
以
下
。

　
（
一
八
八
八
）



フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
の
人
権
保
障
機
能
の
再
検
討
（
下
）

 

一
四
五

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

（
65
）　

ソ
ロ
ン
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
「
多
く
の
高
級
官
吏
が
使
う
」。
勝
山
・
前
掲
（
64
）
一
八
頁
。

（
66
）　

J. B
éguin, E

ntretien avec R
obert B

A
D

IN
T

E
R

 : L
’exception d ’inconstitutionnalité, garantie nécessaire du citoyen, L

a
 S

e
m

a
in

e
 ju

r
id

iq
u

e, nº20, 

1992, pp229..

（
67
）　

ジ
ャ
ッ
ク
・
ロ
ベ
ー
ル
・
樋
口
陽
一
「〈
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
〉
ジ
ャ
ッ
ク
・
ロ
ベ
ー
ル
氏
に
聞
く
―
フ
ラ
ン
ス
の
違
憲
審
査
制
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
三
七
号
（
一
九
九
四
）

一
一
八
頁
以
下
。

（
68
）　

ロ
ベ
ー
ル
・
樋
口
・
前
掲
注
（
67
）
一
二
〇
頁
。

（
69
）　

同
上
。

（
70
）　

ロ
ベ
ー
ル
・
樋
口
・
前
掲
注
（
67
）
一
二
一
頁
。

（
71
）　

同
上
。

（
72
）　

同
上
。

（
73
）　

辻
村
教
授
が
こ
の
講
演
の
内
容
を
訳
出
し
て
い
る
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
ロ
ベ
ー
ル
（
辻
村
み
よ
子
訳
）「
基
本
的
人
権
の
擁
護
者
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
」
日
仏
法

学
二
一
号
（
一
九
九
八
）
二
〇
三
頁
以
下
。

（
74
）　

ロ
ベ
ー
ル
・
前
掲
注
（
73
）
二
一
二
、二
一
三
頁
。

（
75
）　

ロ
ベ
ー
ル
・
前
掲
注
（
73
）
二
一
九
、二
二
〇
頁
。

（
76
）　

N
. L

enoir, L
e m

étier de juge constitutionnel : E
ntretien, L

e
 d

é
b
a

t, nº114, 2001, pp. 178 ; T. F
erenczi, A

 quoi sert le C
onseil constitutionnel?, L

e
 

M
o
n

d
e, 21 m

ars 2001, p.38.

（
77
）　

一
九
九
三
年
憲
法
改
正
に
つ
い
て
、
勝
山
准
教
授
が
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
勝
山
教
子
「
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
改
憲
構
想
と
一
九
九
三
年
七
月
二
七
日

憲
法
改
正
（
一
）
―
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
憲
法
改
正
提
案
と
ヴ
デ
ル
委
員
会
報
告
―
」
同
志
社
法
学
四
五
巻
三
号
（
一
九
九
三
）
六
二
頁
以
下
、
同
・
前
掲
注
（
64
）

一
頁
以
下
。

（
78
）　

勝
山
・
前
掲
注
（
77
）
六
七
頁
。

（
79
）　

P
r
o
p

o
s
itio

n
s
 p

o
u

r
 u

n
e
 r

é
v
is

io
n

 d
e
 la

 C
o
n

s
titu

tio
n

 1
5

 fé
v
r
ie

r
 1

9
9

3, L
a docum

entation française, 1993, pp. 9.

（
80
）　

P
r
o
p

o
s
itio

n
s
 p

o
u

r
 u

n
e
 r

é
v
is

io
n

 d
e
 la

 C
o
n

s
titu

tio
n

 1
5

 fé
v
r
ie

r
 1

9
9

3, p. 12.

（
81
）　

P
r
o
p

o
s
itio

n
s
 p

o
u

r
 u

n
e
 r

é
v
is

io
n

 d
e
 la

 C
o
n

s
titu

tio
n

 1
5

 fé
v
r
ie

r
 1

9
9

3, pp. 21.

　
（
一
八
八
九
）



フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
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人
権
保
障
機
能
の
再
検
討
（
下
）

 

一
四
六

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

（
82
）　

P
r
o
p

o
s
itio

n
s
 p

o
u

r
 u

n
e
 r

é
v
is

io
n

 d
e
 la

 C
o
n

s
titu

tio
n

 1
5

 fé
v
r
ie

r
 1

9
9

3, p. 76, 77.
（
83
）　

P
r
o
p

o
s
itio

n
s
 p

o
u

r
 u

n
e
 r

é
v
is

io
n

 d
e
 la

 C
o
n

s
titu

tio
n

 1
5

 fé
v
r
ie

r
 1

9
9

3, p. 77.
（
84
）　

Ib
id

.

（
85
）　

勝
山
・
前
掲
注
（
64
）
一
六
、二
六
頁
。

（
86
）　

G
. C

ourtois, V
ers une réform

e pour perm
ettre aux citoyens de saisir le C

onseil constitutionnel, L
e
 M

o
n

d
e, 1-2 juillet 2001, p. 8.

（
87
）　

Ib
id

.

（
88
）　

Ib
id

.

（
89
）　

Ib
id

.

（
90
）
参
議
院
憲
法
調
査
会
に
所
属
す
る
議
員
が
憲
法
院
を
訪
れ
、
対
談
し
た
際
、
ミ
シ
ェ
ル
・
ア
ム
レ
ー
ル
（M

. A
m

eller

）
憲
法
院
裁
判
官
は
、
市
民
へ
の
提
訴
権
拡

大
に
関
す
る
最
近
の
状
況
と
し
て
ジ
ョ
ス
パ
ン
の
提
案
と
そ
の
後
の
動
向
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
い
る
。
参
議
院
憲
法
調
査
会
事
務
局
『
イ
タ
リ
ア
・
ベ
ル
ギ
ー
・

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
憲
法
事
情
に
関
す
る
実
情
調
査
・
概
要
』（
参
議
院
憲
法
調
査
会
事
務
局
、
二
〇
〇
二
）
一
四
八
頁
。

（
91
）　

C
om

ité d
e réflexion

 et d
e p

rop
osition

 su
r la m

od
ern

isation
 et le rééqu

ilibrage d
es in

stitu
tion

s d
e la V

èm
e R

ép
u

bliqu
e, L

es 77 p
rop

osition
s, 

http://w
w

w
.com

ite-constitutionnel.fr/le_rapport/?intId

＝3&
page

＝1

（
92
）　

L
a réform

e constitutionnelle à petits pas, L
e
 M

o
n

d
e, 24 avril 2008, p. 1.

（
93
）　

A
ssem

blée nationale, P
rojet de loi constitutionnelle de m

odernisation des institutions de la V
e R

épublique, http://w
w

w
.assem

blee-nationale.

fr/13/projets/pl0820.asp

（
94
）　

Ib
id

.

（
95
）　

Ib
id

.

（
96
）

L
es F

rançais pourraient saisir le C
onseil constitutionnel, L

e
 M

o
n

d
e, 24 avril 2008, p. 9.

（
97
）　

P. Jarreau, C
onstitution : une réform

e “am
éricaine ”,  L

e
 M

o
n

d
e, 26 avril 2008, p. 2.

（
98
）　

土
井
真
一
「
は
じ
め
に
」
土
井
真
一
ほ
か
編
『
岩
波
講
座
憲
法
4　

変
容
す
る
統
治
シ
ス
テ
ム
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
）
ⅴ
頁
以
下
。

（
99
）　

フ
ラ
ン
ス
の
憲
法
史
上
、
一
九
五
八
年
憲
法
以
前
に
も
違
憲
審
査
制
度
は
例
外
的
に
存
在
す
る
。
一
七
九
九
年
憲
法
と
一
八
五
二
年
憲
法
の
護
憲
元
老
院
（Sénat 

conservateur

）、
お
よ
び
一
九
四
六
年
憲
法
の
憲
法
委
員
会
（C

om
ité constitutionnel

）
で
あ
る
。
山
本
浩
三
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
法
律
の
審
査
」
磯
崎
辰
五

　
（
一
八
九
〇
）



フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
の
人
権
保
障
機
能
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再
検
討
（
下
）

 

一
四
七

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

郎
先
生
喜
寿
記
念
『
現
代
に
お
け
る
「
法
の
支
配
」』（
法
律
文
化
社
、
一
九
七
九
）
一
三
九
頁
以
下
、
野
村
敬
造
『
憲
法
訴
訟
と
裁
判
の
拒
絶
―
多
元
的
裁
判
機
構

の
下
の
フ
ラ
ン
ス
憲
法
訴
訟
の
研
究
―
』（
成
文
堂
、
一
九
八
七
）
三
二
頁
以
下
、
五
五
頁
以
下
参
照
。

　
　
　

し
か
し
、
前
者
は
、
第
一
・
第
二
帝
政
下
に
あ
り
、
強
い
皇
帝
の
独
裁
制
を
法
的
に
容
認
す
る
存
在
に
す
ぎ
ず
、
後
者
は
、
憲
法
前
文
の
人
権
規
定
を
根
拠
に
審

査
す
る
権
限
を
持
た
な
か
っ
た
た
め
、
人
権
保
障
機
能
の
全
く
な
い
制
限
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
制
度
は
形
骸
化
し
て
い
た
と
い
え
る
。
山

口
俊
夫
『
概
説
フ
ラ
ン
ス
法　

上
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
）
一
九
四
頁
、
藤
田
晴
子
「
フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
の
特
徴
」
田
中
二
郎
先
生
追
悼
論
文
集
『
公
法

の
課
題
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
五
）
四
四
一
頁
、
深
瀬
忠
一
「
フ
ラ
ン
ス
の
憲
法
審
査
院
―
そ
の
性
格
と
実
績
―
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
二
四
四
号
（
一
九
六
二
）
三
四
頁
。

（
100
）　

樋
口
・
前
掲
注
（
9
）
一
一
四
頁
。

（
101
）　

同
上
。

（
102
）　

植
野
教
授
が
こ
の
講
演
の
内
容
を
訳
出
し
て
い
る
。
ル
イ
・
フ
ァ
ボ
ル
ー
（
植
野
妙
実
子
訳
）「
憲
法
裁
判
の
比
較
―
ア
メ
リ
カ
型
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
」
Ｌ
．
フ
ァ

ボ
ル
ー
ほ
か
（
植
野
妙
実
子
編
訳
）『
フ
ラ
ン
ス
公
法
講
演
集
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
八
）
一
四
七
頁
以
下
。

（
103
）　

こ
ち
ら
の
講
演
内
容
に
つ
い
て
も
、
植
野
妙
実
子
教
授
が
訳
出
し
て
い
る
。
ル
イ
・
フ
ァ
ボ
ル
ー
（
植
野
妙
実
子
訳
）「
二
つ
の
憲
法
裁
判
モ
デ
ル
」
Ｌ
．
フ
ァ
ボ

ル
ー
ほ
か
（
植
野
妙
実
子
編
訳
）『
フ
ラ
ン
ス
公
法
講
演
集
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
八
）
一
九
五
頁
以
下
。

（
104
）　

フ
ァ
ボ
ル
ー
・
前
掲
注
（
102
）
一
四
九
頁
、
同
・
前
掲
注
（
103
）
一
九
七
頁
。

（
105
）　

フ
ァ
ボ
ル
ー
・
前
掲
注
（
103
）
一
九
七
、一
九
八
頁
。

（
106
）　

フ
ァ
ボ
ル
ー
・
前
掲
注
（
103
）
一
九
七
頁
。

（
107
）　

フ
ァ
ボ
ル
ー
・
前
掲
注
（
103
）
一
九
七
、一
九
八
頁
。

（
108
）　

フ
ァ
ボ
ル
ー
・
前
掲
注
（
103
）
一
九
八
頁
。

（
109
）　

ア
メ
リ
カ
型
を
採
用
し
な
か
っ
た
基
本
的
な
理
由
と
し
て
、
フ
ァ
ボ
ル
ー
は
次
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
。
第
一
に
、
法
律
の
神
聖
化
で
あ
る
。
第
二
に
、
ア
ン
シ

ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
に
「
高
等
法
院P

arlem
ents

」
が
権
力
を
濫
用
し
た
た
め
に
、「
法
律
の
み
な
ら
ず
、
執
行
権
の
行
為
す
ら
統
制
す
る
こ
と
を
裁
判
所
に
禁
止
」

し
た
事
実
で
あ
り
、
ま
た
、
権
限
の
う
ち
統
制
す
べ
き
は
執
行
権
で
あ
り
、
立
法
権
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
法
の
前
の
平
等
の
観
念
で

あ
る
。
フ
ァ
ボ
ル
ー
・
前
掲
注
（
102
）
一
五
〇
頁
以
下
。

（
110
）　

フ
ァ
ボ
ル
ー
・
前
掲
注
（
102
）
一
五
四
頁

（
111
）　

同
上
。

　
（
一
八
九
一
）



フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
の
人
権
保
障
機
能
の
再
検
討
（
下
）

 

一
四
八

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

（
112
）　

フ
ァ
ボ
ル
ー
・
前
掲
注
（
103
）
一
九
八
、一
九
九
頁
。

（
113
）　

先
述
の
通
り
、
ヴ
デ
ル
も
、
ア
メ
リ
カ
や
他
国
な
ど
世
界
の
動
向
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
フ
ラ
ン
ス
の
制
度
を
再
検
討
し
て
い
る
。

（
114
）　

二
〇
〇
八
年
四
月
二
五
日
に
国
民
議
会
第
一
読
会
に
提
出
さ
れ
た
、
市
民
へ
の
提
訴
権
拡
大
を
含
む
憲
法
改
正
案
の
審
議
経
過
に
つ
い
て
は
、
資
料
を
入
手
次
第
、

検
討
し
て
行
き
た
い
。

﹇
後
記
﹈
本
稿
脱
稿
後
、
国
民
議
会
お
よ
び
元
老
院
で
の
審
議
を
経
て
、
二
〇
〇
八
年
七
月
二
一
日
の
フ
ラ
ン
ス
両
院
合
同
会
議
に
お
い
て
、
市
民
へ
の
提
訴
権
拡
大
等
を

含
む
大
幅
な
憲
法
改
正
案
が
採
択
さ
れ
た
。
該
当
箇
所
で
あ
る
新
設
の
六
一
条
の
一
は
、
組
織
法
律
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
は
、
こ
の
組
織
法
律
に
も
目
を

向
け
て
い
き
た
い
。

　
（
一
八
九
二
）


